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第２５４図　遺物実測図　（1/4）�
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第２５５図　遺物実測図　（1/4）�
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第２５６図　遺物実測図　（1/4）�
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第２５７図　遺物実測図　（1/4）�
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第２５８図　遺物実測図　（1/4）�
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第２５９図　遺物実測図　（1/4）�
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第２６０図　遺物実測図　（1/4）�
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第２６１図　遺物実測図　（1/4）�
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第２６２図　遺物実測図　（ ～ 　1/3， ・ 　1/4， 　1/8）�
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第２６３図　遺物実測図　（ ～ 　1/1， ～ 　2/3）�
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Ｇ　溝・自然流路

　２３５２号溝（ＳＤ２３５２，第２６４・２７７図，図版１０５）

　Ｂ１地区の東側に位置する南北方向のもので，幅約１ｍ，深さ５㎝を測る。埋土は黒褐色砂質ロー

ムで，遺物は弥生土器が出土した。２１８４は擬凹線甕で口縁有段部に４条の擬凹線を施す。肩部には

連続刺突文を施す。調整は胴部外面がハケメ，内面がケズリ。２１８５は付加状甕で，口縁部はほぼ直立

し，口縁部内外面ともに横方向のミガキを施す。２１８６は拡張有段高杯。内外面ともに摩滅が著しい

が，杯口縁有段部は内外面とも横方向のミガキ，杯部外面は縦方向のミガキ調整を施す。

　２３６２号溝（ＳＤ２３６２，第２６４・２７７図）

　Ｂ１地区の東端を西から東へと流れている。幅５０㎝，深さ４㎝で埋土はオリーブ黒色砂質ロームで

ある。遺物は弥生土器が出土した。２１８７は鉢で，口縁部の一部のみのため分類は不明。調整は，体部

上半外面は横方向の粗いミガキ，体部下半外面はハケメ，口縁端部から内面にかけてナデを施す。

　２３７３号溝（ＳＤ２３７３，第２５２・２６４・２７７図，図版９６・１０５・１０６）

　Ｂ１地区の東端を南北に流れている。ＳＤ２３７５に切られ，ＳＤ２３９５を切る。幅約１ｍ，深さ４㎝で

埋土は黒褐色砂質ロームである。遺物は弥生土器が出土した。２１８８～２１９６は甕で，２１８８～２１９１は

有段甕。２１８９・２１９０の調整は胴部外面にハケメ，胴部内面にケズリを施す。２１９２は有稜甕で調整は

胴部内面のみにケズリを施す。２１９３は受口甕，２１９４は丸縁甕。２１９５・２１９６は底部で，胴部外面に

ハケメ，胴部内面にはケズリが施される。２１９７～２２００は壺で，２１９７～２１９９は短頸壺。２１９７は口縁

部内面にハケメ，２１９８・２１９９は口縁部下部外面にハケメ，口縁部下部内面にケズリが施される。２２００

は擬凹線壺で２条の擬凹線，口縁部の調整は内外面ともにミガキ，肩部外面はミガキ，内面はハケメ

が施される。２２０１は有孔鉢。２２０２は擬凹線鉢で口縁部に３条の擬凹線，体部内面調整はミガキが施

される。１９７９は壺形ミニチュア土器。

　２４０３号溝（ＳＤ２４０３，第２６４・２７７図，図版１０５）

　Ｂ１地区の北西隅を西から東へと流れている。幅８４㎝，深さ１０㎝，埋土は暗灰黄色砂質ローム，灰

オリーブ色砂質ロームで，遺物は弥生土器が出土した。２２０３は平縁甕で調整は頸部内面ハケメ，胴部

外面ハケメ，内面はハケメと思われるが剥離が著しく不鮮明である。

　２５４１号溝（ＳＤ２５４１，第２６５・２６６・２７８～２８０・２８６～２９２・２９４・２９５図，図版３４・３５・１０５～１０８・１４２

～１４６・１４９・１５３・１６３）

　Ｂ２地区からＢ３・５地区を経てＢ７地区へ流れる溝である。中近世まで存続するＳＤ２５０１からＢ

２地区で分岐し，Ｂ７地区ではＳＤ４００１と合流する。Ｂ地区の集落を二分するように流れ，Ｂ５地区

ではＳＩ７やＳＦ３５２６の排水を流す機能があったと考えられる。

　遺物は弥生土器・木製品・石製品・緑色凝灰岩剥片が出土した。木製品のうち，鍬はＢ７地区で６

枚が隙間なく重なり合って出土した。２３９８と２３９６が後面，これ以外の鍬が前面を上にする。２３９４

～２３９６は頭部の方向が揃えられ，その直下から出土した２３９７も頭部は逆だが，方向が揃っていた。

これらと方向を異にする２３９３と２３９８もそれぞれ頭部は逆になるが，方向は揃っている。２３９５～２３９７

は柄孔の位置がぴったり重なっている。乱れの少ない方向の揃い方や柄孔の位置などから，柄孔に紐

などを通して，溝内に投じてあった可能性が高いと考えられる。また棒材はＢ５地区の南側で５本並

んだ状態で出土した。ＳＤ２５４１の遺物は弥生時代に限定されるため，この溝と合流や分岐する他の大

規模な溝と比べ，存続期間は短い。

　弥生土器は壺・甕・鉢・器台・高杯が出土した。２２０４～２２１１は擬凹線甕。２２０４～２２０６・２２１０は
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口縁部が伸長するが，２２０７～２２０９は伸長せず，断面三角形となる。２２０８・２２０９は肩部に刺突文を

施す。２２１０は底部が上げ底，２２１１はやや尖底でハケメを施す。２２１２～２２１６は有段甕。２２１２は有段

部の下半に２条の擬凹線が施される。２２１７～２２２４は受口状口縁の甕。２２１７・２２１８・２２２０～２２２４は

刺突受口甕で，２２１７・２２１８は肩部に刺突文，２２２４は肩部に櫛描直線文を施す。２２２５・２２３１は丸縁

甕。２２２６・２２２７は付加状甕。２２２８～２２３０は平縁甕で，２２３０は底部が上げ底となる。２２３２は甕の胴

部で，底部はやや中心が凹む程度の平底。２２３３は有段小型甕で，口縁端部はつまみ出して尖らせる。

２２３４・２２３５は平縁小型甕。２２３６は付加状小型甕で，頸部に工具が当たった痕跡がある。

　２２３７～２２４６は壺。２２３７～２２３９・２２４５は短頸壺で，口頸部が外へひらき，端部を面取りする。２２４０

は有段短頸壺。２２４１は短頸壺で，口縁端部の一部を指で外に押し出して片口状にする。２２４２・２２４３

は擬凹線壺。２２４２は口縁端部を面取りして，擬凹線を施す。２２４４・２２４６は広口壺で，口縁部は付加

状にし，２２４６の底部は上げ底とする。２２４７・２２４８は壺の底部。いずれもやや中心部が凹む平底。

２２４９は小型壺の胴部で焼成後に胴部に孔を穿つ。２２５０は壺の把手。

　２２５１～２２５６は器台。２２５１・２２５２は外反器台の受部で，２２５１は口縁端部外面に沈線１条が入る。

２２５２は脚基部に沈線６条が入るが，あまり鮮明ではない。２２５５は脚基部に装飾として５条沈線・刺

突文・４条沈線・刺突文・５条沈線が交互に描かれる。２２５３・２２５４・２２５６は脚部で，いずれも外反

し，端部は面取りする。

　２２５７～２２５９は有段高杯の杯部。２２５８は口縁端部を面取りする。２２６０～２２６３は脚基部。２２６１には

装飾として５条沈線・刺突文・４条沈線が交互に描かれる。２２６４～２２６９は高杯脚部。２２６５・２２６７・

２２６９は脚裾端部を面取りし，１～２条の沈線を施す。また２２６７は端部上面に刺突文を施す。２２６８は

有段高杯の脚部で，段の部分に稜をつくる。

　２２７０～２２７２は鉢。２２７０は擬凹線鉢，２２７１は有段鉢で，内外面ミガキ調整。２２７２は鉢の底部で，

体部外面から底部外面にかけて指頭圧痕が残る。

　木製品は農具・容器・雑具・用途不明材・建築部材が出土した。

　２３９３～２３９８は農具で直柄平鍬。これらの鍬の平面形は着柄隆起の左右に肩部をもち，これより上

部を頭部，下部を刃部とする。いずれも頭部の先端に特徴となる突起を丁寧に削りだす。突起の下は

くびれを丁寧に削って細くし，肩部へと身幅を広げ，肩部でおおよそ最大幅を出してから，ほぼ直線

的に刃部となる。刃部の先端は丸みがある。頭部の突起は，平面形が三角形に近い２３９３～２３９５と，

平面形が横長六角形に近い２３９６・２３９７の２種類がある。前者の着柄隆起は逆雫形で，明確な稜をも

ち，分厚く頑丈なつくりとなるのに対して，後者の着柄隆起はなだらかで，やや厚みを増す程度のつ

くりとなるという違いがある。着柄隆起の厚みに違いが出るため，その断面においては，後者は前者

ほど突起と着柄隆起との間のくびれが明瞭ではない。断面で特徴的なのは，頭部が角度をもつことで，

着柄隆起のある後面へ屈曲する。その角度は３３°（２３９３）・３５°（２３９４）・１５°（２３９５）・１３°（２３９６）・

１０°（２３９７）で，強く屈曲するものと，やや屈曲するものにわかれる（注２２）。

　２３９３は刃部先端が破損しているため，全長は不明。全体的に厚手で頑丈なつくりである。柄孔内

に柄が残存する。頭部突起は丸みを帯びた三角形で，頭部の上１ ３が強く屈曲する。樹種はクヌギ節。

２３９４は，２３９３や２３９５の着柄隆起がそのままくびれまでなだらかにつながっていくのに対して，１段

削りこんで，着柄隆起部とその他の部分とをはっきりと区別する。柄孔は他の鍬が円形であるのに対

して，隅丸方形を呈する。頭部突起はしっかりと横に張りだした三角形で，これだけが強く屈曲する。

刃部は角を丸めて，前面側を削って刃先とする。樹種はブナ科。２３９５は厚手で頑丈なつくりである
注２２　深堀　茜　１９９８「下老子笹川遺跡出土の木製鍬について」『富山考古学研究』創刊号　財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所



３４５

第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物

ものの，着柄隆起と刃部の稜はやや不明瞭である。頭部突起は台形に近い三角形で，頭部の上１ ３がや

や屈曲する。刃部はどちらの面にも鉄器による加工痕が残る。樹種はコナラ節。２３９６は着柄隆起の上

部から突起にかけて破損している。頭部突起は横長六角形で，頭部の上１ ３がやや屈曲する。樹種は

クヌギ節。２３９７は頭部突起が横長六角形で，突起だけがわずかに屈曲する。なだらかで稜の不明瞭

な着柄隆起とくびれとの境に，鉄器による加工痕が顕著に残る。刃部は使用によるものか摩耗が激し

く，形がいびつである。樹種はクヌギ節。２３９８は残存部位が刃部と柄孔の下部のみで，他の平鍬と同

様に肩部をもち，刃先はカーブを描く。着柄隆起が剥落したものかとも考えられるが，柄孔の角度か

ら類推して表とした面は非常に荒れており，剥落の痕跡を探すのは難しい。着柄隆起の下部の先端か

と考えられる付近がわずかに隆起しているように見えるため，可能性はある。また泥除けの可能性も

考えていたが，肝心の柄孔から上部が欠損しており，鍬への装着装置が特定できないため，それも断

定することが出来ない。現状としては詳細不明の直柄平鍬としておく。樹種はクヌギ節。

　２４０６は容器で，小型桶の把手。中段と下段の瘤状部分に剥落痕があるため，この２箇所で桶本体か

ら削り出されており，上段の瘤状部分は装飾と考えられる。樹種はスギ。

　２４０７は雑具で，椅子の脚部。台形の脚部のほぼ半分が欠損したもので，側辺は断面に丸みをもち，

底部木口は斜めに削られて，立てたときにやや傾く。上部のホゾは欠損している。樹種はスギ。

　２４０８～２４１３は用途不明の部材。２４０８は先端から５㎝のところを幅２㎝ほどぐるりと１段削って段

を作り，裏側を斜めに削っている。上下を逆にして組合せ鋤の柄かとも考えられるが，段から先端ま

での長さが短く，段で鋤身と結縛しても，先端で鋤身に差し込むには短いように考えられる。樹種は

スギ。２４０９は先端をとがらせた杭状の角材の中程に，方形の孔があけられているもの。樹種はブナ科。

２４１１は角材で，上端の欠損部分に方形の穴をあけ，そこで折れて欠損したもの。この穴の下部は斜め

に削られている。樹種はスギ。２４１２は下端を丸めた棒材で，２４１３は下端を削って細くした棒材。ど

ちらも上部は欠損している。樹種はいずれもスギ。

　２３９９～２４０５は用途不明の棒材。２３９９～２４０５は同一地点からまとまって出土したもので，直径は

２～３㎝，芯持ち材ではなく，細長い材を断面が円形になるように削り，端部を加工する。２３９９・

２４００は上端に紐かけ状の段を削り出すもの。２３９９は段の裏側も斜めに削り，２４００は裏側を平らに削

る。２３９９は下端が欠損しているが，２４００は完形で長さ２．９ｍ，下端は丸く削っている。図示していな

いが，紐かけ状の段を削り出す棒材は，この流路の別地点からもう１本出土している。２４０１は上端

で断面がやや方形となる凸形の段を削り出す。下端は欠損している。２４０２は完形で長さ３．２ｍ，両端

を細め，端部を丸く削って仕上げる。２４０３・２４０５は両端が欠損しているが，同様の棒材と考えられる。

特に２４０３は現存長でも３．９ｍある。樹種はすべてスギ。２４０４は別地点から出土した棒材で，両端は

欠損している。樹種はヒノキ亜科。

　２４１４～２４１８は建築部材。２４１４～２４１６は壁もしくは床材と考えられる材。２４１４は上端近くと下部

欠損部分に方形の孔があけられる。２４１５の下端のカーブはやや粗く削っている。２４１６は表裏面とも

に加工痕が顕著で，表面上部は方形の孔のあたりから斜めに削って厚みを薄くしている。下部欠損部

分にも方形の孔があけられる。２４１７は桟材か。左右に切り欠きをいれ，下端は両側面を削って幅を細

くする。表裏面には刃あたりの痕跡が多数確認できる。２４１８は垂木材で，上部は断面方形，各側面か

ら抉りを入れる。抉りのある部分から下は断面が台形となり，幅の細くなった側面に等間隔に３箇所

の刻みを入れる。下部は欠損している。樹種はいずれもスギ。

　２４１９は木口に伐採痕のある原材。鉄製工具を使用して，２方向から伐採している。
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　石製品は砥石・敲石が出土した。２４２６は蛇紋岩製の砥石。平坦な砥面が６面あり，細かな線状痕

がみられる。硬質で光沢を持つ石材で中～仕上げ砥と思われる。２４２８は濃飛流紋岩製の敲石。敲打面

が天地面と左側面にみられる。

　石製玉作関連遺物は緑色凝灰岩石核・緑色凝灰岩製管玉未成品が出土した。２４２９・２４３０は荒割工

程品。２４２９は右側面に自然面が観察できる。２４３０は天地面を打割により平坦に分割し，厚さ２０．４㎜

程の板状に整えている。表面は地面側から打割を行っている。剥離の末端部は湾曲して出っ張ってお

り，天面からの調整剥離でこの面を平坦に整えようとしている。共にＢ７地区で出土しており，玉作

関連遺物が出土した建物よりも下流に位置する。周辺からの流れ込みの遺物である。

　２５６２号溝（ＳＤ２５６２，第２６７・２８０・２９３図，図版９４・１４７）

　Ｂ２・６地区に位置する。道路状遺構ＳＦ２７０２を構成するＳＤ２５６１から分岐して北へ流れる溝。Ｘ

２０１以北ではプランが不明瞭であった。遺物は弥生土器・木製農具が出土した。２２７８は平縁甕。外面

から口縁部内面までナデ，胴部内面はケズリを施す。２４２０は農具の又鍬の刃部で，上部は欠損して

いる。欠損部分の内側に又となるような形跡はみられず，刃部はまだ伸びると考えられる。刃部の幅

は下部で最大になり，刃先は丸みを描いて細くなる。樹種はクリ。

　２５７０号溝（ＳＤ２５７０，第２６７・２８０・２９５・２９６図，図版９４・１６８）

　Ｂ２地区の北東部に位置する。東西方向の溝と方形の土坑状のプランからなる遺構。埋土は黄灰色

シルトを基調とする。遺物は弥生土器・石製玉作関連遺物が出土した。緑色凝灰岩とひすいは土坑部

分から出土したが，剥片は目立って出土していないため玉作り関連の遺構ではなく，Ｂ６地区の玉作

工房からの流れ込みと思われる。

　２２７３～２２７６は甕。２２７３は刺突受口甕。口縁端部を面取りし，口縁部外面に刺突文を施す。２２７４・

２２７６は有段甕。２２７５は丸縁甕か。２２７７は器台脚部で，脚裾端部を面取りする。石製玉作関連遺物は

緑色凝灰岩剥片少量とひすい石核が出土した。ひすいが特に多く出土したが，未成品は少ない。２４３４

～２４３８はひすい石核。いずれも打割により分割される。２４３５は礫面が残っており，原石が円礫であ

ったことがいえる。２４３６は風化した面がある。Ｂ６地区ＳＩ２１で出土したものと比較すると，色調

が明るく，美しいひすいが多く出土した。

　２５８１号溝（ＳＤ２５８１，第２６７・２８０図，図版９４・１０７）

　Ｂ２地区の南東部に位置する。盛土ＳＸ３９９０の上面で検出した。遺物は弥生土器が出土した。

２２７９・２２８２は甕。２２７９は有段甕で，頸部外面にケズリ。２２８２は擬凹線甕で，厚みのある口縁部に

比べ，胴部から底部の器壁は非常に薄い。肩部には刺突文を施し，底部は中央がやや凹む。２２８０は

高杯脚部。２２８１は有鈕蓋で，口縁端部はハケによる面取りをする。つまみ部は端部を面取りし，上

面を凹ませて，中央に孔をあける。

　２５８４号溝（ＳＤ２５８４，第２６７・２８１図，図版９４・１０７）

　Ｂ２地区の南東部に位置する。Ｂ２地区の南端から円弧を描いてＳＤ２５６２に合流する。遺物は弥生

土器・緑色凝灰岩剥片が出土した。２２８３・２２８９は甕。２２８３は擬凹線甕で，頸部内面は板状工具のナ

デにより広く面をとる。２２８９は平縁甕。２２８７・２２８８は有段小型甕。２２８４・２２８５は壺。いずれも口

縁端部外面を面取りする。２２８６は有段小型壺。胴部外面は横方向と縦方向の丁寧なミガキ，底部は平

底でヘラケズリする。２２９０・２２９１は小型の鉢で，２２９０は無頸鉢。２２９１は擬凹線鉢で，外面と口縁

部内面は赤彩する。 
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　２５８６号溝（ＳＤ２５８６，第２６７・２８１図，図版１０７）

　Ｂ２地区の南東部に位置する。ＳＤ２５８４に切られる。試掘トレンチで切れるが，ＳＤ２５９３もＳＤ

２５８６の続きの可能性がある。遺物は弥生土器が出土した。２２９２は擬凹線甕。口縁部は上に伸長せずに

付加状となる。底部はやや丸みのある平底でナデ調整。

　２５８７号溝（ＳＤ２５８７，第２６７・２８１図，図版１０８）

　ＳＤ２５８４から分岐する溝である。遺物は弥生土器が出土した。２２９３～２２９５は甕。２２９３は擬凹線甕。

２２９４は有段甕。２２９５は平縁甕。２２９６は短頸壺で，口縁部外面に４条の線刻が入る。口縁端部は上面

で面取りする。２２９７は有孔鉢。

　２６１８号溝（ＳＤ２６１８，第２６７・２６８・２８１図，図版１０８）

　Ｂ２地区の中程東側に位置する。最長７．５ｍ，最大幅１．７ｍを測る。埋土は上層が黄灰色シルト，下

層が炭粒を多く含む黒褐色シルトである。下層は遺構の南西側のごく一部のみにみられる。深さはほ

ぼ５～１０㎝であるが，下層がみられるところでは深さ２５㎝を測る。遺物は弥生土器が出土した。遺構

の南端で下層が堆積した後，弥生土器がまとまって廃棄されている。

　２２９８～２３０１は甕。２２９８～２３００は擬凹線甕で，２３００は口縁部が伸長しない。２３０１は平縁甕。

２３０２・２３０３は高杯杯部。２３０２は拡張有段高杯で，小さい杯部に大きく開く口縁部をもつ。拡張して

やや下垂する口縁端部上面にはよく赤彩が残るが，内外面にもわずかに赤彩の痕跡がある。２３０３は

有段高杯。口縁端部内面は広めに面取りする。２３０４・２３０５は高杯脚部で，脚裾端部上面に粘土帯を

貼り付け，２３０４はその上面に擬凹線文２条を施す。

　２６２２号溝（ＳＤ２６２２，第２６７図）

　Ｂ２地区ＳＤ２５６２から分岐し，Ｂ２地区からＢ３地区へ流れる溝。遺物は弥生土器片・摩耗がみら

れる鉄石英剥片が出土した。

　２６６７号溝（ＳＤ２６６７，第２６７・２６９・２８２図，図版１０９）

　Ｂ２地区の中程東側に位置する。最長８ｍ，最大幅３．８ｍを測る。上層の深さはほぼ７～１１㎝であ

るが，下層がみられるところでは深さ２８㎝を測る。遺構は大きく西と東に分かれ，平面形で若干くび

れているところを境に，西は上層のみが堆積し浅い窪地となっている。東は下層がみられ，これを掘

削すると中心が浅い台地状に残り，平面形は環状になる。

　遺物は弥生土器・緑色凝灰岩剥片が出土した。弥生土器は遺構の東側から集中して出土した。なお

台地状の高まりからはほとんど土器は出土していない。２３２５は口縁部を打ち欠き，頸部を下にして

押し潰れた状態で出土した。甕が２個体重なった状態で出土し，そのうち図化できた２３０９は口縁を

環状の窪みへ向けた状態で潰れており，台地状の上に置かれたものが転がり落ちたものと思われる。

　２３０８～２３１７は甕。２３０８～２３１５は擬凹線甕。２３１０・２３１１は肩部に刺突文を施す。２３１２・２３１３は

口縁部が内傾する。２３１４・２３１５は口縁部が伸長せず，断面三角形となる。２３１６は有段甕で，口縁部

は外に開いて，肩部に刺突文を施す。胴部外面にはススが厚く付着する。２３１７は台付甕で，底部に浅

くて広めの台が付く。口縁は有段となり，頸部内面はハケメを施す。

　２３２３～２３２５は壺。２３２３は細頸壺か。２３２４・２３２５は広口壺で，２３２４の口縁部は有段となり，外面

に刺突文を施す。２３２５の胴部外面はハケの後粗いミガキを施し，底部は上げ底となる。

　２３１８は小型の有段高杯。２３１９・２３２０は鉢。２３１９はくの字鉢で，口縁端部は小さくつまみ上げる。

２３２０は無頸鉢。２３２１・２３２２はミニチュア土器で，２３２１は鉢形，２３２２は壺形。２３２２の口縁部外面は

ナデ調整の後，波状文を施す。
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　２６７８号溝（ＳＤ２６７８，第２６７・２８１図，図版１０８）

　Ｂ２地区の中程東端に位置する。盛土ＳＸ３９９０上面で検出し，埋土は黒褐色シルトを基調とする。

一部を検出したのみだが，ＳＤ２５６０～２５６２と同時期で同様な性格を持つ溝と思われる。遺物は弥生土

器・緑色凝灰岩剥片が出土した。２３０６は平縁甕。２３０７は擬凹線鉢で，内外面ミガキと赤彩を施す。

　２８７６号溝（ＳＤ２８７６，第６６・２９３図，図版１４７）

　Ｂ３地区の中程，道路状遺構ＳＦ３５２６の両側溝に挟まれて位置する溝。Ｂ５地区ＳＦ３５２６の両側溝

と平行して位置するため，この道路に関わる遺構と思われる。しかし南側が中層遺構に切られるため

詳細は不明である。遺物は弥生土器片のほか木製品が出土した。２４２２はナスビ形鍬の笠部の一部で，

笠部下部に結縛痕はみられなかった。樹種はクリ。２４２３～２４２５は用途不明の部材。２４２３・２４２４は上

部に方形の孔をあけた板材。２４２３はその孔の左右を側辺と上端にむけて削り落とし，断面が算盤玉形

になっている。いずれも下部は欠損している。２４２５は板材で，両端ともに欠損しているが，側面に段

をつくる。樹種は２４２３がスギ，２４２４・２４２５がヒノキ亜科。　

　３５４０～３５４３・３５４７・３５４９・３５５０号溝（ＳＤ３５４０～３５４３・３５４７・３５４９・３５５０，第２３９・２７０・２７１・２９３・

２９５図，図版１４７・１５９）

　Ｂ５地区のほぼ中央に位置し，北西から南東に向かって流れる溝。新旧関係は切り合いから，ＳＤ

３５４３＜３５４０＜３５４１となる。深さは１０～２０㎝で，断面は逆台形のものが多い。これらの溝はＳＦ３５２６と

ＳＩ８とを結ぶ道路で，側溝が何度も掘り返された結果，ほぼ同じ箇所に何条も溝が検出されたと考

えられる。遺物は弥生土器片が出土したほか，ＳＤ３５４３からは木製品や緑色凝灰岩剥片が出土した。

２４２１は又鍬の刃部。上端は欠損しているが，又に近い部分かと考えられる。刃部の幅はほぼ同じで，

刃先のみがやや細る。樹種はクヌギ節。ＳＤ３５４０からは緑色凝灰岩製管玉未成品が出土した。２４３２

は形割工程品。

　３５４４～３５４６・３５４８・３５５１号溝（ＳＤ３５４４～３５４６・３５４８・３５５１，第２７０・２７１図）

　Ｂ５地区のほぼ中央に位置する。主に排水溝の役割を担う溝群。ＳＤ３５４５は周溝遺構ＳＨ１８の排水

溝で，北から南に流れ道路状遺構の側溝ＳＤ３５２４に流れ込む。先に述べた溝群ＳＤ３５４０・３５４１・

３５４３・３５４９・３５５０を切る。ＳＤ３５４６は周溝遺構ＳＨ１２の排水溝で，北西から南東に流れＳＤ３５４５に合

流する。ＳＤ３５４４・３５４８・３５５１は溝群ＳＤ３５４０～３５４３・３５４７・３５４９・３５５０と排水溝ＳＤ３５４５・３５４６の

間を流れる溝。新旧関係は不明。遺物は弥生土器片が出土した他，ＳＤ３５４５から緑色凝灰岩剥片が出

土した。

　３５５３号溝（ＳＤ３５５３，第２７１・２８２・２９５図，図版９４・１６２）

　Ｂ５地区中央西側に位置する。北西から南東に流れる短い溝。深さは３０㎝で断面は逆台形。遺物は

弥生土器甕が潰れた状態で出土した他，石製玉作関連遺物が出土した。２３２６～２３２９は甕。２３２６は刺

突受口甕で，ヘラ状工具による連続刺突文を施す。調整は内外面ハケ。２３２７～２３２９は付加状甕。い

ずれも摩滅が激しい。石製玉作関連遺物は緑色凝灰岩石核・剥片が出土した。２４３１は荒割工程品。

　３７２２号溝（ＳＤ３７２２，第２７２・２８３図）

　Ｂ６地区の南側に位置する。最大幅９７㎝，深さ１８㎝を測る。ＳＸ３９９０の盛土と盛土の間の溝で，Ｓ

Ｄ２５６０の支流と考えられるが，部分的にしか検出できなかった。遺物は弥生土器が出土した。弥生土

器には擬凹線甕（２３３１）と丸縁甕（２３３０）がある。２３３１は器高が１５㎝と低い中型の甕で，胴部外面

ハケメ調整，内面は縦方向のヘラケズリ調整である。２３３０は胴部外面ハケメ後ナデ調整で，内部には

粘土接合痕が残る粗雑な作りである。
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　３７２３号溝（ＳＤ３７２３，第２７２・２８３図，図版１１０）

　Ｂ６地区の南側に位置する。ＳＤ２５６０掘削後に検出した。遺物は弥生土器が出土した。２３３２は椀

形の無頸鉢である。外面はハケメ調整，内面はナデ調整である。底部は上げ底となる。

　３７５０号溝（ＳＤ３７５０，第２７２・２７３・２８３図，図版１１１）

　Ｂ６地区中央に位置する。南東から西に向かって円弧を描きＳＤ３７６９へ合流する。幅２４～３０㎝，深

さ８～９㎝を測る。埋土は褐灰色シルトである。細く浅い溝で，底面の勾配がほとんどないため，敷

地を区切るための区画溝と思われる。遺物は弥生土器・緑色凝灰岩剥片が出土した。弥生土器には大

型の擬凹線甕（２３３３）と刺突受口甕（２３３４）がある。２３３３は口径が３０㎝あり，胴部外面はハケメ，

内面は横方向のヘラケズリ調整である。２３３４の口縁帯には刺突文が施され，外面はススが付着する。

　３７６９号溝（ＳＤ３７６９，第２４４・２７２・２７３・２８３図，図版１１１）

　Ｂ６地区中央に位置する。南から北西に向かって円弧を描き，ＳＩ１４の周溝の手前まで続く。幅４５

～１１９㎝，深さ８～１８㎝を測る。埋土は黄灰色シルト質ロームを基調とする。敷地を区切るための区

画溝と思われる。遺物は弥生土器が出土した。２３３５は有段甕で，胴部外面は縦方向のハケメ，内面は

縦方向のケズリ調整である。

　３７８４号溝（ＳＤ３７８４，第２７２・２８３図，図版１１１）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大幅１．６１ｍ，深さ１７㎝を測る。遺物は弥生土器が出土した。弥生土器

には有段甕（２３３６）と擬凹線鉢（２３３７）がある。２３３６は有段部直下までハケメ調整される。２３３７は

頸部が強く屈曲して大きく外反する口縁部が付くもので，２段で施される擬凹線文は直線的ではなく

わずかに波打つ。内外面赤彩されるが，外面は有段部直下から底部にかけて炭化物が付着する。

　３７８５号溝（ＳＤ３７８５，第２７２～２７４・２８３図，図版３５・１１０・１１１）

　Ｂ６地区中央に位置する。南から北西に向かって円弧を描く。幅７３～１１７㎝，深さ２８～３７㎝を測る。

ＳＤ３７８７に切られる。埋土は上層が灰黄褐色シルト，ついで炭化物が混じる暗灰黄色シルト，その下

が炭化物が混じる黄灰色シルトで，下層が暗灰黄色シルトである。遺物は弥生土器が遺構の西側の

１・２層目からまとまって出土した。小型の甕が横につぶれた状態で出土した。

　弥生土器には甕・壺・器台（高杯）がある。甕は有段口縁甕（２３４１）・刺突受口甕（２３３８）・受口

甕（２３３９）・丸縁甕（２３４０・２３４２）がある。２３３８の屈曲が緩い口縁帯には短線刺突文が施される。

２３４０は外傾する短い口縁部をもち，胴部内外面ハケメ調整である。２３４２は器高が１５㎝と低い中型の

甕で，胴部外面縦方向のハケメ調整，内面ヘラケズリ調整である。２３４３は広口壺で，口縁部のみが完

形に残る。２３４４は球形の胴部の広口壺で，外反する口縁部をもち，口縁端部は面取りされ，ヘラ状器

具でナデられる。胴部外面は縦方向の荒いハケメ調整で，内面はハケメ後ヘラ状器具でナデる。胴部

外面には黒斑状に一部炭化物が付着する。２３４５は器台又は高杯の脚裾部で，裾端部外面には浅く擬凹

線文が残る。

　３７８６号溝（ＳＤ３７８６，第９２・９３・２８３図，図版１１１）

　Ｂ６地区の中程東側に位置し，ＳＩ１２の周溝を切る。最大幅５９㎝，深さ１９㎝を測る。遺物は弥生土

器が出土した。弥生土器には受口甕（２３４８）・刺突受口甕（２３４６）・台付壺（２３４７）がある。２３４８は

胴部中位を欠損するが，肩部の張りから大型の甕と推定される。有段の屈曲は緩く，口縁部はヨコナ

デ調整，胴部外面ハケメ調整で，内面には頸部内面以下底部にいたるまで広く炭化物が付着する。底

部は厚く，上げ底である。２３４６には口縁帯に櫛状工具による列点文が施される。２３４７は台付壺の胴

部で，中央を２段の突帯が巡る。
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４　Ｂ地区

　３７８７号溝（ＳＤ３７８７，第２７２・２８３図，図版１１１）

　Ｂ６地区の中程東側に位置し，ＳＫ３７８８に切られる。最大幅３６㎝，深さ６㎝を測る。遺物は弥生土

器の甕が出土した。２３４９は刺突受口甕で口縁帯には櫛状工具による列点文が施される。２３５０は口縁

部が内湾し，端部が摘み上げられる。

　３７８９号溝（ＳＤ３７８９，第２７２・２７３・２７５・２８４図，図版１１０～１１２）

　Ｂ６地区の南側西端に位置する。ＳＩ２１の壁溝に沿って一部分のみ検出されている。幅６９㎝前後，

深さ２７㎝前後を測る。埋土は７層に分層でき，何度も掘り返されたことが考えられる。遺物は弥生土

器の破片がまとまって出土した。また，鉄石英の剥片も出土した。

　弥生土器は甕と高杯がある。甕は擬凹線甕（２３５１～２３５４）と有段甕（２３５５）がある。２３５１は口縁

部片ではあるが，器表に炭化物の付着は認められない。２３５４は肩部に刺突文が施され，ハケメ調整さ

れた胴部外面には肩部を中心に厚くススが付着する。内面はヘラケズリ調整で，器壁は薄く仕上げら

れ，内底面には炭化物が付着する。底部は中央が浅く窪む平底で，井の字状にハケメ調整痕が残る。

２３５５は中型の甕で，口縁部を一部欠損するのみで残存率は高い。胴部外面ハケメ調整，肩部には垂直

方向に刺突文が施される。内面はヘラケズリ調整で，小径の底部には直径約５㎜前後の孔が３個穿孔

される。外面には炭化物の付着は認められない。２３５６は拡張有段高杯の杯部で，口縁部は外反し，端

部内面には幅広の接地面がある。外面には割れ口に沿って柿渋色の塗料が帯状に塗られており，接着

剤として使用されたものであろうか。内面は口縁端部と杯底部の屈曲部に強く赤彩が残る。調整は外

面縦方向，内面横方向のヘラミガキ調整である。

　３７９３・３７９７号溝（ＳＤ３７９３・３７９７，第２７２・２８４図，図版１１１）

　Ｂ６地区の南側西端に位置する。深さ３～１０㎝を測る不整形の溝。ＳＩ２１に切られる。遺物は弥生

土器の擬凹線甕（２３５７）が出土した。有段部外面は稜を作り，内面には強いヨコナデによる窪みがで

きる。肩部には三角形の刺突文が巡り，口縁部から全面にススが付着する。胴部外面は板状工具によ

るナデ調整，上半内面はハケメ後ナデ調整である。

　３８０２号溝（ＳＤ３８０２，第２７２・２７３・２８４図，図版１１１）

　Ｂ６地区ＳＩ１４北側から調査区北側中央にかけて位置する，南北方向の溝。幅１９～３２㎝，深さ３

～６㎝を測る。埋土はオリーブ褐色シルトである。全ての遺構を切り，建物廃絶後人工的に掘削され

た溝と思われる。遺物は弥生土器の受口甕（２３５８）が出土した。口縁部と頸部にススが付着する。

　３８０８号溝（ＳＤ３８０８，第２７２・２９４図，図版１５３）

　Ｂ６地区の中程西側に位置する。最大幅８７㎝，深さ１３㎝を測る。遺物は弥生土器・砥石が出土した。

２４２７は安山岩製の砥石。地面は欠損するが，残存する面全てに線状痕がみられる。５面とも平坦であ

るが，表・裏・左右側面は天地面に向かって若干丸みをもつ。

　３８１０号溝（ＳＤ３８１０，第２７２・２８４図，図版１１１）

　Ｂ６地区の中程西側に位置する。最大幅１．０１ｍ，深さ１８㎝を測る。遺物は弥生土器が出土した。弥

生土器は刺突受口甕（２３５９）と擬凹線鉢（２３６０）がある。２３５９は口縁帯に刺突文が施されるが，口

縁端部は丸縁である。２３６０は胴部の張りがあまりなく，有段部の屈曲も緩く，緩やかに口縁部が外反

する器形である。外面には炭化物が全面に付着する。

　３８１３号溝（ＳＤ３８１３，第２７２・２７３図）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大幅１．４１ｍ，深さ９㎝を測る。埋土は炭化物を含む灰黄褐色シルト質

ロームである。浅い方形の土坑が集中する部分を取り囲むように南北方向に円弧を描いており，敷地
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を区切るための区画溝と思われる。遺物は弥生土器片が出土した。

　３８２１号溝（ＳＤ３８２１，第２７２・２８４図，図版１１１）

　Ｂ６地区の中程西端に位置する。最大幅２．２９ｍ，深さ３１㎝を測る。遺物は弥生土器が出土した。弥

生土器は平縁甕（２３６２）と擬凹線鉢（２３６３）がある。２３６２は肩があまり張らない器形である。２３６３

の外面全体にはタールが付着する。

　３８５３号溝（ＳＤ３８５３，第１０２・２７２・２７３図）

　Ｂ６地区中央に位置する。ＳＩ１６の周溝の周囲南半分を最大幅４７㎝，最大深１０㎝の規模で取り囲み，

区画溝と思われる。埋土は灰黄褐色シルトである。遺物は弥生土器片が出土した。　　

　３８５４号溝（ＳＤ３８５４，第１０２・２７２・２７３図）

　Ｂ６地区中央に位置する。ＳＩ１６の南西側のＳＤ３８５３のさらに外側に平行して検出された。部分的

に建物を２重に取り囲んだ可能性がある。遺物は弥生土器が出土した。

　３８５６・３８５７号溝（ＳＤ３８５６・３８５７，第２７２・２８４図，図版１１０・１１１）

　Ｂ６地区の中程西端に位置し，ＳＤ３８５３に切られる。深さ６～７㎝を測り，浅く不整形な溝である。

　遺物は弥生土器・緑色凝灰岩剥片が出土した。

　弥生土器は高杯・鉢・有孔鉢がある。２３６４は小型の鉢形高杯である。杯部は浅く，口縁端部は丸縁

で，外面には沈線が巡る。２３６５は口縁部が外反する有段高杯であるが，器面が荒れている。鉢は有

段鉢（２３６６・２３６７）がある。２３６６は口径１２㎝前後の小型の鉢で，肩部には刺突文が施され，体部下

半にはヘラミガキ調整が残る。口縁端部と口縁部内面には赤彩痕が残る。２３６７は内面の屈曲がほとん

どなく大きく外傾する口縁部をもつ。体部は内外面ヘラミガキ調整で，口縁部内外面と体部外面は赤

彩される。２３６８は口縁部が直線的に開く逆円錐形状の平底の有孔鉢である。外面縦方向のハケメ調整

で，口縁端部は丸縁である。内面は横ハケメ調整で，底部はナデ調整である。

　３８６７号溝（ＳＤ３８６７，第９９・１００・２７２・２７３・２８４図，図版１１１）

　Ｂ６地区の中程東側に位置する。幅３０～１１９㎝，深さ１５㎝を測る。埋土は灰黄褐色シルトである。

ＳＩ１５の周溝と同じ向きに円弧を描いて巡る。浅い溝であるが，ＳＩ１５の周溝に伴う遺構の可能性が

ある。ＳＫ３８８４より新しい時期のもの。遺物は弥生土器がまとまって出土した。そのほか緑色凝灰岩

剥片・鉄石英剥片が出土した。

　弥生土器は甕・小型甕・器台・高杯がある。甕は擬凹線甕（２３６９・２３７１）・刺突受口甕（２３７０）

がある。擬凹線甕には断面三角形のものと有段のものがある。２３７０は口縁帯に刺突文が施されるが，

屈曲は緩く口縁端部が直線的に伸び，面取りされない。２３７２は小型の丸縁甕である。２３７３は擬凹線

器台の受部である。口縁端部は内端面に面を取る。２３７４は有段高杯の杯部で，杯底部が浅い。口縁

部のヘラミガキ方向は縦方向である。

　３８７３号溝（ＳＤ３８７３，第２７２・２７３図）

　Ｂ６地区中央に位置する。ＳＩ２４を中心に土坑を含めて最大幅３７㎝，最大深１７㎝の規模で取り囲み，

区画溝と思われる。埋土は暗灰黄色シルトである。遺物は弥生土器片が出土した。

　３９０４号溝（ＳＤ３９０４，第２７２・２７３・２７６・２８５図，図版３５・１１２・１１３）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大幅１．４１ｍ，最大深１２㎝を測る。埋土は灰黄褐色シルトである。ＳＤ

３８７３を切る。

　遺物は弥生土器がまとまって出土し，そのうち鉢が完形で２個出土した。土器廃棄溝と思われる。

　弥生土器には甕・壺・高杯・鉢がある。甕は擬凹線甕（２３７５）・平縁甕（２３７６・２３７８）がある。
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２３７５は同一個体の破片がＳＩ１８周溝からも出土している。直立する口縁端部に擬凹線文が施され，口

縁部内面には強いヨコナデによって浅い段ができる。２３７６は外面はハケメ調整，内面はヘラ状器具

で浅くナデ調整する。２３７８は中型の甕で，わずかに欠損する部位があるがほぼ完形の残存状況である。

器高に比べて胴部が張る器形で，底部に向けて急激にすぼまる。底部はやや膨らんだ平底である。胴

部内外面はハケメ調整で，外面には全体に炭化物が付着する。２３７７は擬凹線口縁の甕か壺である。

２３７９・２３８０は有段高杯の杯部で，口縁端部は共に丸縁で，２３７９の口縁部は外反する。調整は２３７９

は口縁部内面のみが横方向のヘラミガキ調整である。２３８０の口縁部内外面はヘラ状器具でヨコナデ

し，縦方向のヘラミガキを施す。鉢は擬凹線鉢（２３８１）と無頸鉢（２３８２）がある。２３８１は外反する

口縁部に算盤玉形の体部が付くもので，底部は中央が浅く窪む小さな平底である。肩部には双葉状刺

突文を３段施文する。外面全体には炭化物が付着する。２３８２は口縁部が大きく開く無頸鉢で，口縁

部は摘んで内側に面を取る。外面はハケメ調整，内面は板状工具によるナデ調整である。外面全体に

は炭化物が付着する。

　３９１５号溝（ＳＤ３９１５，第２７２～２７４・２８５図，図版３５・１１２・１１３）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大幅６７㎝，深さ３８㎝を測る。埋土は上層が灰黄褐色シルト，次いで褐

灰色シルト，下層が黄灰色シルトである。遺物は遺構の南東側で弥生土器がまとまって出土した。

　弥生土器には刺突受口甕と長頸壺がある。２３８３は口縁帯に櫛状工具による列点文が施され，口縁

帯直下にはハケメ調整が残る。頸部が長く，肩部には櫛状工具による直線文が巡る。２３８４は口縁端

部が面取りされ，口縁部上位はナデ調整，口縁部下半と胴部外面はハケメ調整である。

　３９２７号溝（ＳＤ３９２７，第２７２・２７３・２８５図，図版３５・１１２）

　Ｂ６地区北東部に位置する。最大幅５．２５ｍ，深さ１５㎝を測る。埋土は上層が灰黄褐色シルト，下層

が黄灰色シルトである。噴砂に切られる。ＳＤ３９５０との切り合いはなく，同時期に存在したものと思

われる。遺物は弥生土器がまとまって出土した。

　弥生土器は擬凹線甕（２３８５・２３８６）と壺がある。２３８６は摘んだ口縁端部に擬凹線文が巡る小型の

甕で，頸部内外面と胴部外面がハケメ調整，胴部内面が板状工具によるナデ調整である。２３８７は壺

の口縁の小破片で，上方に摘み上げた口縁端部外面には円形浮文を貼り付けた痕跡が３箇所に残る。

２３８８は壺の底部である。

　３９５０号溝（ＳＤ３９５０，第２７２・２７３図）

　Ｂ６地区北東部に位置する。最大幅６５㎝，深さ１３～１７㎝を測る。埋土は上層が灰黄褐色シルト，下

層が黄灰色シルトである。噴砂に切られ，ＳＩ１７を切る。ＳＤ３９２７との切り合いはなく，同時期に存

在したものと思われる。遺物は弥生土器片・緑色凝灰岩剥片が出土した。

　３９５１・３９５２号溝（ＳＤ３９５１・３９５２，第２７２・２７３図）

　Ｂ６地区北端中央部に位置する。最大幅はＳＤ３９５１が５１㎝，ＳＤ３９５２が２８㎝，深さは両者合わせて

４～１０㎝を測る。主軸がほぼ北西方向に向いており，また溝間が７０～９０㎝の間隔で離れている。平

面・断面ともＳＤ３８１５～３８２０と同様な形状を呈し，用途としては畠が考えられる。埋土は上層が炭化

物が混じる暗灰黄色粘土質ローム，下層が灰黄色粘土質ロームである。遺物はＳＤ３９５１から弥生土器

片が出土した。

　３９５６号溝（ＳＤ３９５６，第２７２・２７３図）

　Ｂ６地区北西部に位置する。最大幅９９㎝，深さ５～８㎝を測る。埋土は暗灰黄色粘土質ロームであ

る。ＳＨ３５を切る。ＳＤ３９５５・３９５８・３９６０も同様の規模で２．４～４．７ｍ間隔にほぼ平行して検出されて
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いる。区画溝と思われる。遺物は弥生土器片が出土した。

　３９６３号溝（ＳＤ３９６３，第２７２・２８５図，図版１１２・１１３）

　Ｂ６地区北側中央部のＳＨ３３の北東側に位置する，Ｌ字状の溝。最大幅７９㎝，深さ１４㎝を測る。

　遺物は弥生土器が出土した。弥生土器は長頸壺（２３９０）と鉢（２３８９）がある。２３９０は口縁部がや

や外反する長頸壺の口縁部で，口縁端部は面取りされる。同一個体と思われる破片には口縁端部に赤

彩痕が残るものがある。２３８９は擬凹線鉢で肩部には双葉状刺突文を２段施文したものが帯状に巡っ

ている。表面には一部タールが付着する。２３９１は壺の底部である。

　３９７３号溝（ＳＤ３９７３，第２７２・２７３・２８５図，図版１１２）

　Ｂ６地区の中程東端に位置する。最大幅３．３０ｍ，深さ２３㎝を測る。埋土は上層が黄灰色シルト，次

いで褐灰色シルト，下層が植物遺体が多く含まれる黒褐色粘土質ロームである。ＳＤ３９７３の方が先に

埋まったと考えられるが，埋土からＳＩ１８の周溝と同時期に存在したことが考えられる。ＳＤ３９７３か

ら東側は地形が下がっており，ＳＩ１８の周溝の排水溝だったと考えられる。

　遺物は天王山系の甕の口縁部・胴部・底部片（２３９２）が出土した。同一個体と判断され，表面には

ＲＬの縄文が横位に施文される甕である。頸部で僅かに屈曲し，外反する口縁をもつ器形で，内面は

ヘラ状器具でナデた後ナデて仕上げている。
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第２７２図　遺構実測図　（1/600）�
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第２７３図　遺構実測図　（1/40）�
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第２７４図　遺構実測図　（1/20，1/10）�
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第２７５図　遺構実測図　（1/20，1/10）�
Ｂ６地区　ＳＤ３７８９�
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第２７６図　遺構実測図　（1/20，1/10）�
Ｂ６地区　ＳＤ３９０４�
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第２７７図　遺物実測図　（1/4）�
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第２７８図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ２地区　ＳＤ２５４１�
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第２７９図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ２地区　ＳＤ２５４１�
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第２８０図　遺物実測図　（1/4）�
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第２８１図　遺物実測図　（1/4）�
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第２８２図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ２地区　ＳＤ２６６７（ ～ ）�
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第２８３図　遺物実測図　（1/4）�
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第２８４図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ６地区　ＳＤ３７８９（ ～ ）　ＳＤ３７９３・ＳＤ３７９７（ ）　ＳＤ３８０２（ ）�
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第２８５図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ６地区　ＳＤ３９０４（ ～ ）　ＳＤ３９１５（ ・ ）　ＳＤ３９２７（ ～ ）�
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第２８６図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ２地区　ＳＤ２５４１�
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第２８７図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ２地区　ＳＤ２５４１�
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第２８８図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ２地区　ＳＤ２５４１�
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第２８９図　遺物実測図　（1/4・1/8）�
Ｂ２地区　ＳＤ２５４１�
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第２９０図　遺物実測図　（1/8）�
Ｂ２地区　ＳＤ２５４１�
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第２９１図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ２地区　ＳＤ２５４１�
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第２９２図　遺物実測図　（ 　1/4， ～ ・ ・ 　1/8）�
Ｂ２地区　ＳＤ２５４１�
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第２９３図　遺物実測図　（1/4）�
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第２９４図　遺物実測図　（ 　2/3， ～ 　1/3）�
Ｂ地区　ＳＤ２５４１（ ・ ・ ）　ＳＤ３８０８（ ）�

2429 2426 2428
2426 2428 2429 2427

0 15cm１：３�

0 5cm２：３�

SD2541

2426

SD3808

2427

2428

2429
緑�

３８４

４　Ｂ地区



第２９５図　遺物実測図　（2/3）�
Ｂ地区　ＳＤ２５４１（ ）　ＳＤ２５７０（ ）　ＳＤ３５４０（ ）　ＳＤ３５５３（ ）　ＳＤ３９９３（ ）�2430 2434 2432 2431 2433
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第２９６図　遺物実測図　（2/3）�
Ｂ２地区　ＳＤ２５７０�
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Ｈ　畠

　Ｂ１・３地区で検出したのは畠のさくで，南北方向と東西方向のものがある。畠はＢ１地区北側半

分とＢ３地区西南側に広がっていた。またＢ６地区においては平行する溝群を検出し，畠とした。

　２２７３号畠（ＳＤ２２７３，第２９７・２９８図）

　Ｂ１地区北側中央に位置し，南北方向と東西方向に分岐している。幅３８㎝，深さ４㎝，埋土はオリ

ーブ黒色砂質ロームで，遺物は土師器が出土した。

　２２７７号畠（ＳＤ２２７７，第２９７・２９８図）

　Ｂ１地区北西側に南北に延び，北端で西に曲がっている。幅２０㎝，深さ２㎝，埋土は灰オリーブ色

砂質ロームである。

　２２８４号畠（ＳＤ２２８４，第２９７・２９８図）

　Ｂ１地区北西側に南北に延び，北端で東に曲がっている。幅４４㎝，深さ４㎝，埋土は灰オリーブ色

砂質ロームが主体である。

　２２８９号畠（ＳＤ２２８９，第２９７・２９８図）

　Ｂ１地区北西側に南北に延び，南端で東に曲がる。幅２４㎝，深さ４㎝，埋土は黒褐色砂質ローム。

　２３０９号畠（ＳＤ２３０９，第２９７・２９８図）

　ＳＤ２２８４の南側に南北に延びており，途中で東に分岐している。幅２０㎝，深さ４㎝，埋土は黒褐色

砂質ロームである。

　２３１４号畠（ＳＤ２３１４，第２９７・２９８図）

　ＳＤ２２７７の南側に南北に延びている。幅２６㎝，深さ４㎝，埋土はオリーブ黒色砂質ロームである。

　２３１６号畠（ＳＤ２３１６，第２９７・２９８図）

　Ｂ１地区中央西側に南北に延びている。幅１６㎝，深さ４㎝，埋土はオリーブ黒色砂質ローム。

　２３２１号畠（ＳＤ２３２１，第２９７・２９８図）

　Ｂ１地区中央に南北に延びており，途中で東西に分岐している。幅２８㎝，深さ３㎝，埋土は灰オリ

ーブ色砂質ロームが主体である。

　２３３５号畠（ＳＤ２３３５，第２９７・２９８図）

　ＳＤ２３１６の東側に南北に延びており，途中で東に分岐している。幅５２㎝，深さ５㎝，埋土は灰オリ

ーブ色砂質ロームである。

　２３３７号畠（ＳＤ２３３７，第２９７・２９８図）

　ＳＤ２３１６の西側に南北に延びている。幅２８㎝，深さ２㎝，埋土は黒褐色砂質ロームである。

　２３５１号畠（ＳＤ２３５１，第２９７・２９８図）

　Ｂ１地区中央西側に位置し，東西南北に分岐する。幅４０㎝，深さ３㎝，埋土は黒褐色砂質ローム。

　２８２７号畠（ＳＤ２８２７，第２９７・２９８図）

　Ｂ３地区西南側に位置し，東西南北に分岐する。平均幅３８㎝，深さ４㎝，間隔２．５ｍを測る。埋土は

暗灰黄色シルトである。

　３８１５～３８２０号畠（ＳＤ３８１５～３８２０，第２８４・２９９図）

　Ｂ６地区の中程西端に位置する。ＳＤ３８１６が若干ずれるが，主軸がほぼ北西方向に向いている。そ

れぞれ８０～１１０㎝の間隔で離れており，畠跡と考えられる。埋土は暗灰黄色シルトを基調とする。遺

物は弥生土器がＳＤ３８１５・３８１６・３８１８から出土した。有段口縁甕（２３６１）はＳＤ３８１５から出土した。



第２９７図　遺構実測図　（1/400）�
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第２９８図　遺構実測図　（1/4）�
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（２）　 包含層出土遺物

Ａ　土器（第３００～３１４図，図版１１３～１２９）

　弥生時代中期後半の土器も少量混じるが，ほぼ弥生時代後期前半から後期後半の土器群で，主体は

後期後半である。甕・壺・器台・高杯・鉢・蓋・ミニチュア土器・土製品がある。

　甕（第３００～３０４図，２４３９～２５７４）

　甕には，擬凹線甕・有段甕・受口甕・くの字甕（平縁・付加状・丸縁）がある。その類別比率（実

測個体数２４４点）は，擬凹線甕３６％，有段甕９％，受口甕３０％，くの字甕２５％（平縁４６％，付加状１９％，

丸縁３５％）となる。

　擬凹線甕（２４３９～２４９０）は，口縁部の形態や口縁帯の発達などで分類できる。２４３９～２４４９は内傾

する口縁部に２・３条の擬凹線文を施す（１５％）。胴部の調整は外面ハケ調整。内面ケズリ調整。口縁

部の作りは胴部との境界が内厚で口縁部は短い。

　２４５０～２４５４は有段風の擬凹線甕であるが，口縁部形態が断面三角形を呈し，擬凹線文を２・３条

施す（６％）。２４５４は胴部上半にハケ状器具による連続刺突文を施す。

　２４５５～２４９０は擬凹線甕の口縁部形態が有段を呈する（７９％）。口縁部は直立あるいは，やや外傾す

るものがほとんどであるが，外傾度の強いもの（２４７２）も少量認められる。口縁帯の幅によって１５㎜

以下のもの（２４５５～２４６０），２０㎜前後のもの（２４６１～２４７２・２４７４～２４７９），２５㎜前後のもの（２４８０

～２４８８），３０㎜前後のもの（２４８９・２４９０）などがある。３～６条の擬凹線文を施したものが多い。

胴部の調整は外面ハケ，内面はケズリ調整するものと，ハケの後ケズリ調整するものがあり，ハケ調

整やナデ調整するものも少量認められる。２４６１は口縁端部上面に刻目を施す。また，胴部上半にハ

ケ状器具による連続刺突文を施文するものも多い（２４５５・２４５６・２４６９～２４７２・２４７８・２４８１・２４８５）。

２４８６は棒状器具による列点文を施す。２４７３は小型甕。

　有段甕（２４９１～２５０６）も口縁部の形態によって分類できる。２４９１～２４９４は口縁部形態が断面三角

形を呈する（１７％）。２４９５～２５０６は口縁部形態が有段を呈する（８３％）。口縁部は直立あるいはやや

外傾するものがほとんどであるが，内傾するもの（２５００）もある。有段部下端にヘラ状器具による連

続刺突文を施すもの（２４９４・２４９５・２４９７）や胴部上半にヘラ状器具による刺突文を施すもの（２４９３）

もある。調整は外面ハケ，内面ケズリのものが大半を占めるが，内面ハケだけのものやハケの後ケズ

リ調整されるものもある。

　受口甕（２５０７～２５４１）は，文様の施文位置や施文具などで分類できる。２５０７～２５１４・２５１９・２５２２

～２５２５・２５３５・２５３６は肩部に施文する刺突受口甕。２５０７～２５１４・２５１９は受口状口縁部下端に連続

刺突文を施す。胴部の文様帯は，２５０９は櫛描直線文・櫛描列点文の２帯。２５１１・２５１２が櫛描直線

文・ヘラ描刺突文の２帯。２５１９はヘラ描刺突文１帯。２５０７・２５０８・２５１０・２５１３・２５１４は櫛描直線

文。内外面ハケ調整。２５１２は内面板状器具によるナデ。

　２５２２～２５２５・２５３５・２５３６は受口状口縁部下端に櫛描列点文を施す。胴部の文様帯は，２５３６が櫛

描列点文１帯。２５２３・２５２４・２５３５は櫛描直線文，櫛描列点文の２帯。２５２２・２５２５は３帯で，２５２２

は櫛描直線文，櫛描列点文，櫛描直線文，２５２５は櫛描直線文，櫛描列点文，ヘラ描波状文で構成され

ている。内外面ハケ調整。

　２５１５～２５１８・２５３９は肩部無文の刺突受口甕。いずれも連続刺突文を施す。内外面，縦・斜位のハ

ケ。２５１５は外面カキ目状調整か。内面板状器具のナデ調整。

　２５２０・２５２１・２５２６・２５３８は肩部に施文する受口甕。２５２０・２５２１・２５３８は連続刺突文，２５２６は



３９２

４　Ｂ地区

櫛描波状文を施す。外面ハケ，内面ハケ（２５２１・２５２６・２５３８），ケズリ（２５２０）調整。２５２７～２５３４・

２５３７・２５４０・２５４１は肩部が無文の受口甕。口縁部ヨコナデ，胴部外面縦・斜位のハケ。内面ハケ，

ハケの後ナデ，ハケの後ケズリ調整。

　くの字甕（２５４２・２５４４～２５７０）は口縁部の形態により，平縁甕（２５４２・２５４５～２５４７・２５５５～２５６１・

２５６３・２５６４・２５６６・２５６７・２５６９・２５７０）・付加状甕（２５４８～２５５４）・丸縁甕（２５４４・２５６２・２５６５・

２５６８）がある。調整は口縁部内外面ヨコナデ。胴部外面ハケ調整で，胴部内面ケズリ調整と，ハケ調

整のものが多い。２５５４は胴部外面板状器具によるナデ調整。２５４７・２５４９・２５５２・２５５５は口縁部内

面にハケが残る。２５４２は口縁部・胴部状半に連続刺突文を施す。内外面ハケ調整。外面胴部中位か

ら下半はススが厚く付着している。２５５８は口縁端部にヘラによる連続刺突文。２５５９は胴部上半にハ

ケ状器具による連続刺突文。２５６２は口縁端部上面に刻目。２５６８・２５６９は口縁端部にハケ状器具によ

る連続刺突文を施す。

　２５７１～２５７４は小型の甕。２５７１は受口状口縁か。外面ハケ，胴部上半に連続刺突文を施す。２５７２

は口縁部に連続刺突文を施す。

　壺（第３０５～３０７図，２５７５～２６４８）

　壺には長頸壺・有段短頸壺・広口壺・有段広口壺・細頸壺・短細頸壺・短頸壺・把手付壺・無頸台

付壺・長頸台付壺・大型壺・小型壺などの器形がある。

　短頸壺（２５７５～２５７８・２５８０～２５８２・２５８８・２５９７）は，口頸部が直立あるいは，やや外反するも

のと，大きく朝顔形に開くもの（２５８８）がある。調整は，外面縦位及び斜位のハケ，内面は，口頸部

横位のハケの後，内外面口頸部上半ヨコナデするものが多い。口頸部にヘラ状器具による三叉状の記

号文（２５７６），Ｕ字形の記号文（２５７５）を施すものもある。２５９７は球形の胴部に直立する短い口縁

部が付く。頸・胴部境に２孔１対の紐孔がある。外面の調整は胴部ハケの後縦位のミガキ。

　有段短頸壺（２５８３～２５８７）は，口縁部が無文で有段の有段短頸壺（２５８３～２５８５・２５８７）と，口

縁部に擬凹線文を施す擬凹線短頸壺（２５８６）がある。２５８３は大きく朝顔形に開く。調整は短頸壺と

同様である。

　長頸壺（２５７９）は球形に近い胴部に伸長した長い頸部を持つ。外面はハケ調整で仕上げる。胴部上

半の一部に赤彩痕。下半スス付着。

　細頸壺（２５８９・２５９０）は胴部以下欠損しており全形は不明であるが，細頸部がやや外方に開く長

い頸部を呈する。調整は内外面ハケの後口頸部上半ヨコナデ調整。

　短細頸壺（２５９８～２６００）は，口縁部が広がらずに立ち上がるものと，わずかに内湾するものがあ

る。２５９８は外面縦位のミガキで赤彩を施す。２５９９は外面縦位のミガキで口縁部下に１条の沈線が巡

る。内面口縁部ヨコナデ，胴部ケズリ。２６００は口縁端部上面を幅広く面取りする。胴部はハケ調整。

　広口壺は口縁部の形態で細分が可能である。くの字口縁のもの，大きく朝顔形に開く口縁のもの，

外反する口縁端部を肥厚させるもの，外反する口縁端部を垂下させるもの，頸部がほぼ直立し口縁部

が外反，端部面取りするもの（２６２９・２６３０）などがある。

　２５９３は口縁端部下端にハケ状器具による連続刺突文を施す。２５９５は口縁端部を外方へ拡張し，上

面に擬凹線４条を施したくの字口縁壺。２６０３は口縁端部に５条の波状文を施し，２個１対の円形浮

文を付す。頸部はハケ調整，胴部はミガキの後上半に櫛描波状文と扇形文を施す。口縁部内面はミガ

キの後，波状文を施し，胴部はハケ調整。小松式。２６０４は口縁端部に２個１対の円形浮文を付す。

２６０５は口縁部に２条の擬凹線文を施し，竹管文を施した４個１対の円形浮文を４箇所に配し，その間
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にはヘラ状器具による刺突文を３段に施す。頸部及び内面は縦位の丁寧なミガキ調整。２６２６は口縁

端部に竹管文を１列に施す。２６２８は口縁端部に浅い沈線文が３条巡る。

　２６２９は頸部にヘラ状器具による記号文を施す。

　有段広口壺は，口縁部の形態によって，有段壺（２６０１・２６１９～２６２３）と擬凹線壺（２５９６・２６２４・

２６２５）がある。調整は外面ヨコナデ，ハケ調整，内面ヨコナデ，ケズリ調整されるものが多いが，

２６１９は外面縦位のミガキ，頸部内面横位のミガキ。

　２６２１はミガキで頸部に１条の沈線が巡る。２６２２は外面にスス付着。２６０１は内湾気味に立ち上が

る口縁部をもつ。外面口縁部横位のミガキ。頸部縦位のハケでヘラ状器具による横位の刺突が全周す

る。内面口縁部ヨコナデ，頸部ミガキ。２５９６は口縁部が外反し，５条の擬凹線文を施し，内面縦位の

ハケ後ヨコナデ。２６２４は口縁部に２条の擬凹線文を施し，頸部縦位のミガキ。内面ハケの後ヨコナデ。

　２６２５は口縁部に１条の擬凹線文を施し，ハケ調整，内面胴部右上がりのケズリ，頸部ハケの後，内

外面頸部上半ヨコナデ。２６２４・２６２５は口縁部内外面赤彩。

　２５９１・２５９２は把手付壺。２５９１は外面スス付着。

　台付壺（２６０７～２６１３）は，口縁部の形態によって細分できる。

　２６０７・２６１０～２６１３は長頸台付壺。２６０７は口縁部に２条の沈線を施す。外面縦位のミガキ。２６１０

～２６１２は胴部算盤玉形を呈し，胴部中位に粘土帯を貼り付ける。外面は縦位のミガキ。内面は２６１０

はミガキ。２６１１・２６１２はナデ。２６１１は突帯部に２列の半截竹管による連続刺突文を２段に施す。外

面赤彩。２６１２は竹管文と突帯部にハの字状刺突文を３列施す。２６１３は胴部に３本１組の棒状浮文を

付し，脚柱部棒状脚裾部有段形態の脚部が付く。胴部内面は下半から底部はハケの後，部分的にミガ

キ調整。脚柱部に４条１組の沈線を４段に施す。有段部に３箇所，裾部に４箇所の透孔。

　２６０８・２６０９は無頸台付壺。外面ミガキ，内面ナデ。無頸壺の形態で胴部と底部の境界の明瞭なも

の（２６０８）と，明瞭で稜線があるもの（２６０９）がある。２６０８は口縁部及び胴部と底部の境界に帯状

に赤彩。

　２６１４・２６１５は大型壺の口縁部。装飾壺（２６１４）は双葉状刺突文，竹管文，双葉状刺突文２列を施

す。内面にも双葉状刺突文を施すが，全周しない。２６１５は外面ヨコナデ，内面ミガキ不鮮明。２６１４

は７８５の口縁部の可能性がある。

　２６１６は頸部と胴部の境に突帯を貼り付け，側面に連続刺突文を施す。外面縦位のミガキ，内面頸部

横位のミガキ，胴部ケズリ。突帯上部赤彩。

　２６１７は大型壺の頸部で，胴部との境に２段以上の突帯を貼り付け段をなす。突帯上面，側面に２列

の刺突文を施す。内外面ハケ調整。

　２６１８は頸部胴部境に突帯を巡らし，刻目を施す。胴部外面ハケ。内面胴部下半から中位左上がりの

ハケ，上半ナデ調整。

　小型壺（２６３７～２６４６）　２６３７・２６３８は有段小型壺。２６３７は内外面ミガキ，胴部内面中位から底

部黒色漆付着。外面スス付着。２６３８は口縁部内面及び外面密なミガキ，内面ケズリ。器壁は薄く丁

寧なつくり。口縁部内面から外面赤彩。底部スス付着。

　２６３９～２６４１は擬凹線小型壺。２６３９・２６４０は内面ミガキ。２６４０は内外面赤彩。２６４１は口縁部擬凹

線の後横位のミガキ。胴部外面は縦・斜位のミガキ。内面は胴部ケズリの後ミガキ。

　２６４２は口縁部欠損。算盤玉形の胴部を呈す。頸部に紐孔。頸部内面及び外面はミガキ，器表面は

風化著しく不鮮明。
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　２６４５・２６４６は広口小型壺。口縁部ヨコナデ，胴部ハケ調整。２６４５は底部は高台付で全面スス付着。

　２６４７・２６４８は高台。２６４８はミガキで高台部外面ヨコナデ，内面ハケ調整。

　器台（第３０８図，２６４９～２６７９）

　器台には外反器台・有段器台・擬凹線器台がある。

　外反器台（２６４９～２６５４・２６６５～２６６７・２６６９～２６７３）　２６６５・２６６９は受部と脚部の境界が明瞭

で，２６６５は直線的にひろがる受部と裾部をもつ。外面縦位のミガキ，内面受部ミガキ，体部ケズリの

後ナデ，ハケ調整。２６６９は受部と脚部境に不規則な沈線を１０～１１条施す。３箇所に透孔。高杯に類似

する脚部がある（２７０７）。

　２６６６・２６７０～２６７３は受部と脚部の境界が不明瞭。２６６６は口縁端部に３条の擬凹線文。外面縦位

のミガキ。内面受部ミガキ，体部ケズリ，裾部ハケの後，端部ヨコナデ。上・下段に４箇所の透孔。

上段の１孔は高さ異なる。２６７０は６箇所に透孔。外面ハケの後，縦位のミガキ。２６７１は上・下段に

３箇所の透孔。外面ミガキ，内面ケズリ。２６７２・２６７３は４箇所に透孔。２６６７は受部と脚部の境界の

ない筒状を呈し，６箇所に透孔。外面縦位のハケの後，縦位のミガキ。内面受部ミガキ，裾部ハケ。

　２６４９～２６５４は受部。２６５１・２６５２は口縁端部に竹管文を施す。２６５３は円形浮文を５箇所に配すが，

貼り付け位置が片寄る。２６５４は３個１対の竹管文を施した円形浮文を４箇所に貼り付け，その間を

双葉状刺突文で充填する。口縁部内面にも双葉状刺突文を施す。

　有段器台（２６５５・２６５６）　２６５５・２６５６は文様，胎土，色調などからみて同一個体。口縁部及び裾

部外面はヨコナデの後，同心円文の間を連続入組渦文のスタンプ文で飾る。体部外面はハケの後，縦

位のミガキ。口縁部内面及び裾部内面にスス付着。

　擬凹線器台（２６５７～２６６４）　２６５７～２６５９は有段部分が強調され，口縁部は直立もしくはやや外反

する。内外面とも赤彩。２６５７は３条の擬凹線文の後，横位のミガキ。２６５８は１１条，２６５９は９条の擬

凹線文を施す。２６６０は器壁が厚くしっかりとしたつくりで，７条の擬凹線文を施す。受部下半及び内

面は丁寧なミガキ。２６６１は受部が内湾気味に外上方へのび，５条の擬凹線文を施す。受部有段部内側

はかろうじて有段状になっている。ハケの後ミガキ。

　２６６２・２６６３は，受部有段部が大きく外反し，多条の擬凹線を施す。２６６２は１６条，２６６３は摩滅で不

鮮明。２６６２は内面に赤彩痕，端部に漆付着。２６６４は器壁が厚くしっかりしたつくりで，３条の擬凹

線を施す。内外面ミガキ。

　２６６８・２６７４～２６７９は擬凹線器台の脚，裾部。２６６８は脚部に逆Ｔ字状の透かしを４方に穿ち，有

段部は赤彩され，３列の連続刺突文を施す。裾部には円孔，方孔の透しを穿つ（１つずつ遺存）。外

面縦位のミガキ，内面ケズリ。２６７４・２６７８・２６７９は裾部が有段化しているが，脚部が棒状になりき

っていないものである。２６７４は外面縦位のミガキ，裾部擬凹線，内面ケズリ。外面赤彩。２６７８は３

箇所に透孔。外面縦位のミガキ，内面横位のハケの後，端部ヨコナデ。２６７９は外面ミガキ，内面ケズ

リ。２６７５～２６７７は有段裾部に擬凹線を施す。２６７５はその後ミガキ，有段部上面に浅い刻目を施す。

外面赤彩。２６７７は裾部が外に開き出し，かろうじて有段状になっているものである。外面裾部赤彩。

　高杯（第３０９～３１１図，２６８０～２７３３）

　有段高杯・拡張有段高杯・有段鉢形高杯・鉢形高杯などがある。

　有段高杯（２６８０～２６９１・２６９３・２７０３）　２６８０～２６８３は杯部上半が外反し，杯部が深い。杯部上

半のミガキは横位。２６８２の脚部はラッパ状開脚で縦位のハケの後，縦位のミガキ。裾端部は面取り

する。２６８３は器壁が厚く，杯部上半と下半境の稜は鈍い。杯部上半横位のミガキ。杯部下半及び脚部
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は縦位のミガキ。杯部上半内外面及び脚部外面赤彩。杯部下半外面にＵ字状の赤彩文３箇所。

　２６８４～２６８６・２６９３は杯部上半が外反し，杯部が浅く口縁端部を丸く収める。２６８４は杯部上半ヨ

コナデの後，一部横位のミガキ。２６８５・２６８６は杯部上半縦位のミガキ。

　２６８７は杯部上半が外反し，口縁端部を面取りする。口縁端部に２条の擬凹線を施す。杯部上半は２

段に縦位のミガキ。

　２６８８・２６８９は口縁端部内側に面をもつ。２６８８は杯部上半に８条の擬凹線文を施す。２６８９は内外面

横位の丁寧なミガキ。

　２６９０・２６９１は杯部上半が大きく外反し，杯部は浅い。杯部上半のミガキは２６９０・２６９１は横位。

２６９１の脚柱部は棒状。

　２６９３は脚柱部棒状脚裾部有段形態の脚部が付く。端部は粘土帯貼り付け，有段部・裾部とも４箇所

の透孔。有段部及び裾部に２列１組の刺突文６条，端部上面に２列１組の刺突文と竹管文。

　２７０２は口縁端部上面，側面を面取りする。杯上半部と下半部境に粘土帯を貼り付け，刻目を施す。

　２７０５は杯部上半が直立または外反し，口縁部はさらに外反し，端部は丸く収める。

　拡張有段高杯（２６９２・２６９４～２７０２・２７０４・２７０５）　２６９２は口縁端部を水平方向に拡張する。

２６９４・２６９５は杯部上半が大きく外反し，杯部は浅く，口縁部を拡張し，内面に面をもち，端部を面

取りする。口縁部内面にハの字状刺突文を４列施す。杯部内外面とも縦位のミガキ。２６９５は脚柱部棒

状裾部有段の脚部が付く。裾端部は粘土帯貼り付け。裾部に４箇所の透孔。棒状脚柱部は上から，平

行沈線文２条，ハの字状刺突文，沈線文，ハの字状刺突文，沈線文，ハの字状刺突文，沈線文を施す。

有段部の文様帯は剥落している。裾端部上面にもハの字状刺突文を３列施す。外面は縦位のミガキ，

内面有段裾部斜位のハケ，端部ヨコナデ。

　２６９６～２７０１は口縁端部上面に面をもち，外方向に拡張する。２６９６～２６９８は端部上面に１条の沈

線を巡らす。２６９８は杯上半部と下半部境にも１条の沈線が巡る。２７０１は杯下半部に把手が剥落した

痕跡が認められる。

　２７０３は有段鉢形高杯の系譜。

　２７２７・２７２８は小型の高杯。内外面とも縦位のミガキ。

　２７２９・２７３０は杯部箱形で，浅いものと深いものがある。２７２９は杯部上半と下半境に刻目を施す。

　鉢形高杯（２７３１～２７３３）　２７３１は杯部上半ヨコナデ，下半ハケ。２７３２は口縁部に５条の擬凹線文

を施す。杯部から脚部は縦位のハケ。杯部と脚部境に６～７条の不規則な沈線文を施す。外面杯部下

半から脚部上半は赤彩。２７３３の杯部は摩滅が著しく調整不明。ラッパ状開脚の脚部で，端部は丸く収

める。４箇所に透孔。縦位のミガキ。

　２７０６～２７２６は脚・裾部。２７０６～２７１２は脚柱部棒状脚裾部開脚形態の脚裾部。２７０６は脚柱部棒状

で外面縦位のミガキの後，下半部横位の丁寧なミガキ。２７０７は縦位のミガキ。脚柱部上半に９条の沈

線文。３箇所に透孔。２７０８は裾端部面取り。１孔遺存。外面縦位のミガキ，赤彩。内面脚部左回りの

ケズリ，裾部粗いハケの後，端部ヨコナデ。２７０９～２７１２は端部粘土帯貼り付け。２７０９は４箇所に透

孔。外面は縦位のミガキ，脚部と裾部境に２条の沈線文。裾端部上面に５列，側面に１列の連続刺突

文を施す。内面ハケの後，端部ヨコナデ。２７１０は１孔遺存。外面は縦位のミガキ。端部上面１条の沈

線を境に上に櫛描列点文，下に櫛描波状文を施す。内面ハケの後，端部ヨコナデ。２７１１は４箇所に透

孔。外面摩滅著しくミガキ不鮮明。内面ケズリ，裾下半部ハケ。２７１２は４箇所に透孔。外面密で丁寧

なミガキ。端部上面横位のミガキ，下半ハケ。赤彩。内面左上がりのハケ。



３９６

４　Ｂ地区

　２７１３～２７１９は脚柱部棒状脚裾部有段形態の脚・裾部。２７１６・２７１８・２７１９は端部粘土帯貼り付け。

２７１７は端部面取り。２７１３は裾部４箇所に透孔。杯部ハケの後，ミガキ。杯部・脚部境，横位のミガキ，

脚部縦位のミガキ。有段部刻目。杯部内面スス付着。２７１４は内外面とも摩滅著しい。有段部側面に

Ｃ字状の連続刺突文２段。２７１５は有段部を３段につくり出し，その上面，側面に連続刺突文を施す。

２７１６は有段部及び裾部に上・中・下段４箇所ずつの透孔。上・下段は小孔。外面は縦位のミガキ。裾

端部横位のミガキ。２７１７は有段部，裾部に４箇所ずつの透孔。沈線によって区画された有段部上

面・側面及び裾端部にハの字状の連続刺突文を施す。２７１８は裾部に２孔遺存。外面縦位のミガキ，

裾端部上面横位のミガキ，内面左回りのハケ，外面裾端部上面赤彩。２７１９は裾部に１孔遺存。外面密

で丁寧なミガキ。端部上面連続刺突文を施す。内面はハケの後ヨコナデ。

　２７２０～２７２６はラッパ状開脚形態の脚・裾部。裾端部は面取りをする。２７２０～２７２２は縦位のミガキ

の後，沈線文・刺突文を施す。２７２０・２７２１は３箇所に透孔。２７２３は３箇所に透孔。外面ハケの後，

縦位のミガキ。裾端部ヨコナデ，内面横位のハケの後，端部ヨコナデ。内面端部スス付着。蓋として

再使用されたものか。

　２７２４・２７２５は小型の高杯。２７２４は縦位のミガキ，裾部の一部横位のミガキ。内面左回りのケズリ，

裾部のヨコナデ。２７２５は縦位のハケの後，裾部ミガキ。内面ハケの後，ナデ。２７２６は縦位の丁寧な

ミガキ。内面裾部ハケの後，端部ヨコナデ。

　鉢（第３１１～３１２図，２７３４～２７８１）

　鉢には，擬凹線鉢・受口鉢・くの字鉢・無頸鉢・台付鉢・有孔鉢などがある。

　２７３４～２７４２・２７４８・２７４９は擬凹線鉢。擬凹線甕と同様，口縁部形態によって分類できる。

　２７４８・２７４９は内傾する口縁部に擬凹線を１～２条施す。内外面ミガキ。

　２７４０・２７４１は口縁部断面三角形を呈する。２７４０は内外面ミガキの後，内外面赤彩。２７４１は体部

内外面ハケ。外面スス付着。

　２７３４～２７３９・２７４２は口縁部が有段を呈する。２７３４は体部外面ハケ。内面ミガキ。風化摩滅著し

く不鮮明。２７３５～２７３９は体部外面及び内面ミガキ。２７３５は口縁部内面赤彩。２７３６は外面口縁部か

ら内面赤彩。２７３７は内外面赤彩。２７４２は体部外面及び内面ミガキ。口縁部と体部境に櫛描列点文を

施す。

　２７４３は受口鉢。受口状口縁端部に連続刺突文を施す。体部外面板状器具のナデ。内面ナデ。

　２７４４～２７４７は有段鉢。２７４４は口縁部の形態が断面三角形を呈する。内外面とも横位のミガキ。

２７４５～２７４７は口縁部の形態が有段で，口縁部が直立あるいは外傾する。２７４５は外面及び口縁部内面

横位のミガキ，体部内面左回りのハケ。２７４６は内外面とも口縁部・体部上半は縦位のミガキ。２７４７

は外面縦位のハケの後ミガキ。内面口縁部横位のハケの後，横位のミガキ。体部縦位のミガキ。口縁

部内外面赤彩。

　２７５０・２７５１はくの字鉢。２７５０は受口風の口縁部で体部内外面ハケ。２７５１は内外面左上がりのハ

ケの後，口縁部ヨコナデ。

　２７５２～２７５４は台付鉢。２７５２は擬凹線鉢にラッパ状開脚形態の脚裾部が付く。鉢部は内外面丁寧な

ミガキ。脚部は縦位のミガキで３箇所に透孔。鉢部内外面赤彩。２７５３は高杯の杯部のように体部上半

が立ち上がり，口縁部は外反する。外面体部下半ハケの後，口縁部及び内面ヨコナデ。２７５４は算盤玉

形の体部に外反する口縁部をもつ。口縁部ヨコナデ。体部外面ハケの後ミガキ。体部内面上半は右回

りのケズリの後，内面ミガキ。口縁部から体部上半に黒斑。
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　２７５５～２７５７は大型の鉢類。２７５５は有段鉢で，内外面とも横位の丁寧で密なミガキ。口縁部に黒斑。

２７５６・２７５７は擬凹線鉢。２７５６は内外面とも横位のミガキ。２７５７は体部外面ハケの後，上半ナデ，

中位ミガキ。体部内面横位の粗いミガキ。

　２７５８～２７７４は無頸鉢。口縁部が内湾するもの（２７５８～２７６１）と，椀形を呈するもの（２７６２～２７７２）

とがある。

　２７５８は内外面ハケの後，口縁部ヨコナデ。２７５９は外面縦位のミガキ。内面縦位のハケ。板状器具

のナデの後，体部中位から下半縦位のやや粗いミガキ。２７６０は口縁部が波状を呈し，外面ハケ，内面

ケズリの後ハケ。２７６１は卵形の体部で外面ハケの後，ミガキ。体部中位から下半は丁寧で密なミガキ。

内面ハケの後，下半部ナデ。

　椀形を呈するものには，体部が内湾するもの（２７６４～２７６７・２７７２），体部が内湾気味で口縁部が

外反するもの（２７６２・２７６３），体部が直線的に外上方へのびるもの（２７６８～２７７１）がある。

　底部には，高台付（２７６８・２７７１・２７７２），輪台付（２７７３・２７７４），平底（２７７０）などがある。調

整はハケ・ナデ調整のもの（２７６２・２７６５・２７６７・２７６８・２７７１）とミガキ調整のもの（２７６３・

２７６４・２７６６・２７６９～２７７２）がある。２７６９は内外面赤彩。２７７１は，内面全面に赤色漆が付着。

　２７７５～２７８１は有孔鉢。底部形態は平底であるが，全形を知り得るものはない。調整は内外面ハケ

調整のもの（２７７５～２７７８），外面ナデ，内面ケズリ調整のもの（２７７９），内外面ミガキ調整のもの

（２７８０・２７８１）がある。２７８０は底面及び孔側面も丁寧にミガキ調整が施されている。

　２７８２・２７８３は有鈕蓋。つまみ部はナデ，体部ハケ。

　２７８４は脚部。脚台部外面及び底面ミガキ，不鮮明。

　２７８５～２８０２はミニチュア土器である。２７８５～２７８７は壺，２７８８～２７９０は甕，２７９１は高杯，２７９２

は器台，２７９３～２８０２は鉢。調整はいずれも粗いナデ・ハケ調整であるが，２７９１はミガキが施され

ている。

　２８０３～２８０５は土製品。２８０３・２８０４は土錘。２８０５は土鈴か。

　天王山系土器（第３１３・３１４図，２８０６～２８５９）

　２８０６～２８１８・２８２２～２８３５・２８３９～２８４１は甕の口縁部。２８０６・２８０７はススが厚く付着し不明瞭

だが，外面にＬＲ縄文，内面にハケ，口縁端部に刻みを施す。２８０９は外面と面取りした口縁端部にＬ

Ｒ縄文を施す。２８０８は内外面にＬＲ縄文，口縁端部に両側から刻みを施す。２８１４は受口状の口縁で，

端部に外側から刻みを施す。２８１１はススが厚く付着し不明瞭だが，外面に縄文を施す。口縁端部は

外側からユビオサエし，小波状とする。２８１３は外面ナデ，内面ハケのくの字状口縁の甕。口縁端部は

面取りし，５または６個を１単位として向きを変える刻みを施す。２８１２は外面をＬＲ縄文，内面を

ハケ。口縁部は受口状口縁に近い形状で端部にも縄文を施す。２８２２～２８３５・２８３９～２８４１は小破片

で口径が出ないもの。２８１６～２８１８・２８２２・２８２４・２８２６・２８３４は外面に交互刺突文・結合部に刺突

を入れる連弧文・平行沈線文の文様を施し，口縁端部を両側から刻む。２８１６・２８２２は棒状器具で突

起部にも刻みを入れる。２８２３は外面をＲＬ縄文に平行沈線文２条・連弧文２条・１列に並ぶ竹管文・

平行沈線文，内面をＲＬ縄文とそれを２条押しつけたものが見られる。２８２７・２８２８は外面に平行沈

線文・山形文，口縁端部に両側から刻みを施すものであるが，描線は異なり，２８２７は細く，２８２８は

太い。２８２９は２８２３と同様の文様であるが，描線は太く，連弧文は接合せず短線，竹管文は連弧文の

結合部下，口縁端部に両側から刻みなどの相違がある。２８３０・２８３１は外面に平行沈線文・山形文を

施す。２８３２は外面に交互刺突文・平行沈線文３条・指でつまみ上げた突起に刺突，口縁端部に縄文，
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内面にハケの後に縄文（絡条体圧痕）を施す。２８３３は外面にＲＬ縄文に平行沈線文２条・連弧文１

条，内面に平行沈線文２条を施す。２８３５は平行沈線文２条の間に連続刺突文を入れ，その下にＲＬ

縄文を施す。２８３９は外面に浅く粗雑な平行沈線１条と２本１単位の短沈線，口縁端部に外側から刻

みを入れる。２８４１は外面を摩滅したＬＲ縄文に粗雑な平行沈線文と山形文？，口縁端部を外側から

刻む。２８１５はくの字状口縁の甕。調整は内外面板状器具によるナデと見られる。頸部下には焼成後の

穿孔がある。

　２８２０は全体の破片があり，復元できた甕。くの字状口縁だが，口縁端部を面取りし，内側につまみ

上げる。調整はＲＬ縄文のみで，胴部上半に焼成後の穿孔がある。２８１９は宇津ノ台式系統（注２３）の重

菱形文の甕で，口縁端部を欠損する。外面は胴部上半を細い描線の重菱形文，胴部下半をＲＬ縄文に

ススが厚く付着し不明瞭だが，波状文と連弧文を施す。内面はナデで胴部下半に炭化物が付着する。

七尾市矢田遺跡（注２４）に類例がある。

　２８３６～２８３８・２８４２～２８５６は胴部の小破片。２８３８は描線の細い平行沈線文７条・ハケ・ハケと同

じ工具による連続刺突文を施す。２８３７・２８３８・２８４５は連弧文を施す。２８４２・２８５２はＬＲ縄文に交

互刺突文の崩れたハの字状刺突文・連弧文を施す。２８４３はＲＬ縄文に重菱形文と見られる沈線文を

施す。２８４４は甕の頸部から胴部の破片で，頸部に交互刺突文，胴部にＬＲ縄文を施す。２８４９は縦長

の山形文と横長の山形文を上下交互に施す。２８４６・２８４７は重菱形文と見られる沈線文を施す。描線

は２８４６が太く，２８４７が細い。２８４８は描線が浅く太い重菱形文を施す。２８５０は壺の口縁部と見られ，

縄文（絡条体圧痕）と刻みを施す。内面はハケ。２８５１は浅い描線で平行沈線文・連弧文２条を施す。

壺か。２８５４は連弧文４条とその下に櫛歯状刺突を施す。２８５５はＲＬ縄文に重弧文を施す。２８５６は交

互刺突文とその下に工字文状の重菱形文を施す。内面はハケ。

　２８２１は壺の上半部。文様は頸部から胴部上半にかけて太い描線の平行沈線文３条の間に背中合わ

せの弧線を２段・平行沈線文３条・連弧文３条を施す。調整は外面をＲＬ縄文，内面をケズリ，口縁

端部は縄文を内側から刻む。２８５３は描線が浅いがこれと同形と考えられる。

　２８５７は把手状の突起部に上下から２箇所穿孔したもの。文様は描線の太い沈線で山形文？を施す。

県内には類例はないが，形状から注口土器の胴部か。

　２８５８・２８５９は底部。２８５８はＬＲ縄文，２８５９はＲＬ縄文を施す。２８５８の底面はミガキ状の光沢が

ある（注２５）。

Ｂ　石製品（第３１５～３１７図，図版１４９～１５２・１５４）

　石製品は石鏃・二次加工剥片・石錘・敲石・砥石・軽石が出土した。

　２８６０・２８６１は石鏃である。２８６０は白色のめのう製の有茎石鏃。先端は鋭く残り，茎部は欠損して

いる。２８６１は濃飛流紋岩製のアメリカ式石鏃。左右とも均整のとれた形状で，先端は欠損している。

　２８６２～２８６４は二次加工剥片である。２８６３・２８６４は赤色の流紋岩製の二次加工剥片。近くで出土

した２点は接合可能で，それぞれ縁辺の一部に二次的な加工がみられる。２８６２は泥岩製の二次加工

剥片。縁辺の一部に二次的な加工がみられる。

　２８６６は安山岩製の石錘。扁平礫の両側辺に敲打により紐掛け部を作出している。

　２８６７は花崗班岩製の敲石。一部欠損しているが，地面と右側辺の一部に敲打痕が残る。

　２８６８～２８７８は砥石である。２８６９は凝灰岩製の砥石である。表面は細かな線状痕がみられる。右側

面は成形した際の打割痕が残存し，その後整形の研磨が若干加えられているようである。２８７３は砂岩

製の砥石。欠損しているが４面の砥面が残存する。表面は中央に研磨によって生じた幅約１㎝の浅い
注２３　石川日出志　１９９０「天王山式土器編年研究の問題点」『北越考古学　第３号』北越考古学会
注２４　土肥富士夫　１９８６『矢田遺跡』七尾市教育委員会
注２５　天王山系土器については，弥生時代研究会　１９９０『天王山式期をめぐっての検討会記録集』や石川日出志氏の研究を参考とした。
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溝が観察できる。砥面は平滑で中～仕上げ砥と思われる。２８７６は安山岩製の砥石。４面の砥面が残存

し平滑であるが，表裏面に長軸方向に沿って，断面コの字状の荒い線状痕がみられる。２８７７は凝灰岩

製の砥石。右側面・裏面に成形した際の打割痕が残存する。砥面は平滑で中～仕上げ砥と思われる。

２８７８は凝灰岩製の砥石。よく使い込まれているのは表面のみで，表面の中心は若干窪んでいる。砥

面は平滑で細かな線状痕をもつ。中～仕上げ砥と思われる。

　２８７９～２８８９は軽石である。表面には擦痕が残るものが多く，砥石としての用途が主だったと思わ

れるが，特に多く出土していることからそのほかの石材の砥石とは分けて記述した。２８８０は表面に

擦痕があり，表裏面は回転により円筒状にそれぞれ１箇所ずつ窪んでいる。表面の窪みの直径は５㎜

強で，窪みの底面中央が突起状にわずかに盛り上がっている。先端に丸みのある竹管状のものや中心

に窪みのある工具で形成されたと思われる。裏面は深いところで１㎝強窪んでいる。突起状の盛り上

がりはみられない。表面とは直径はあまり変化ないが，先端の形が異なるもので形成された窪みであ

る。同様なものの出土例が石川・富山県などでみられるが，用途は明らかになっていない。２８８１は

表面に荒い線状痕がみられ，砥石としての使用が考えられる。２８８２は表面に擦痕がみられる。若干溝

状に窪んでおり，砥石としての使用が考えられる。２８８４は表裏面に線状痕がみられ，砥石としての使

用が考えられる。２８８６は表面の欠損部分が多いが，擦痕が観察でき，さらに面も形成されている。

砥石としての使用が考えられる。２８８７・２８８８は表面が摩耗しており擦痕は観察できないが，面が形

成されており，砥石としての使用が考えられる。２８８９は擦痕が観察でき，さらに面も形成されている。

手持ちの砥石としての使用が考えられる。

Ｃ　石製玉作関連遺物（第３１８～３４７図，図版１５５～１５７・１６０・１６１・１６３～１６５・１６７・１６８）　

　石製玉作関連遺物が出土した建物の周辺を中心に各工程のものがみられる。建物は土壌洗浄で得た

細かな遺物が多かったが，包含層では土壌洗浄を行っていないこともあり，荒割・形割工程品など大

型の遺物が目立つ。ここでは石材別かつ工程順に述べていく。なお，工程の分類については，第Ⅹ章

考察に譲る。

　緑色凝灰岩（第３１８～３４４図）

　荒割工程品（２８９０～２９３８・２９６５）　

　２９３４～２９３８は自然面の残るものが多い。左右天地面を若干整形したものもあるが全体の形が整っ

ておらず，素材とならない剥片と思われる。２９３６は自然面を剥離しようと，地面の左右から剥離して

いるが，中心部分が残っている。

　２８９０～２９２８・２９６５は角状・板状や柱状に整形したもの。２８９０は天地面と左右側面を同じ厚さに

なるよう整形し，その後表面から打割を行っている。なお裏面には自然面が残る。２８９２は表面に研磨

による整形痕がみられる。２８９３は左右側面を同じ厚さになるよう分割し，表裏面も分割を行い，板状

に整えられている。その後地面側の分割を行っており，さらに薄い板状に剥離したものと考えられる。

２８９４も板状に整えられており，同様な工程へ進むものと考えられる。２８９６は表裏面を同じ厚さにな

るよう分割し，その後右側面の分割を縦方向に行い柱状にしている。２８９５も柱状に整えられている。

ここからさらに板状に剥離したものと考えられる。２８９８の裏面と２８９９の裏面は接合する。次の工程

の素材とするため２８９８を剥離したと考えられる。２９０８は天地面を同じ厚さになるよう分割し，地面

からの打撃で形割工程品を製作するための素材を得ていたと考えられる。２９０９は正面に若干の研磨

痕が残る。剥離の切り合い部分で山状になっており，これを平坦にするための研磨と思われる。２９１０

は天地面を同じ厚さになるよう分割し，表面側から天面に打撃を加えて分割を行っている。２９１１は
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表裏面を同じ厚さになるよう分割し，さらに天地面・左右側面に調整剥離を行い，板状に整えている。

２９１６は地面に自然面，天面に節理面を持ち，ほぼ同じ厚さで平坦になっている。側面は折り取りによ

り分割される。表面・右側面は若干の研磨により整形されている。２９３０は裏面に自然面が残る。地

面はわずかな面を持ち，研磨を行っている。その後右側面から剥離を行い，形割工程品を製作するた

めの素材を得ている。２９０７の右側面と２９０６の右側面は接合する。２９０６・２９０７は天地面を平たくな

るよう整え，表裏面も同様に整えた後，天面からの打撃で分割している。それぞれ分割後の加工はみ

られない。これらが出土したＢ４地区は大型の管玉形割工程品が多く，２９０６・２９０７はここから分割

は行わず，調整剥離のみで形割品を製作した可能性がある。その場合は２９０６・２９０７が形割工程品と

なる。２９１７は板状の剥片を分割した際の残核と考えられる。２９２２は硬質で濃緑色，表裏面・左右側

面が同じ厚さになるよう整形され，表面から天面を分割している。２９２１は淡色だが硬質の石材。斑

状や縞状の石の紋様が観察できる。天面・左側面を平坦に整えている。２９１２～２９１４・２９２４は板状に

整形したもの。形や厚さから，これを分割して形割工程品を製作していたと考えられる。２９２５の表面

左側と２９２６の裏面，２９２６の右側面と２９２７の表面右側は接合する。これはもともと板状に整形された

ものであるが，２９２７を分割することで厚さを小さくしている。その後２９２５の厚さを整形するために

２９２６が分割されたと考えられる。２９２５は先に述べた２９２４などと同じ工程と思われる。

　管玉形割工程品（２９３９～２９６４・２９６６～３０１２）　 　　　　　　　　　　　　

　管玉の完成品の法量に近い，四角柱状の未成品。場合によっては側面調整を施すこともある。２９４３

は表裏面を同じ厚さになるよう分割し，その後天地面の厚さの違いも地面側の剥離により整えられて

いる。さらに左右側面も調整剥離で面を整えている。２９４９の右側面と２９５０の裏面は接合し，天面か

ら地面にかけて分割を行っている様子が確認できる。そしてそこからさらに２９４９は４箇所の長辺，

２９５０は表面と天面に調整剥離を施している。２９５１の天地面は荒割工程の際の分割面である。２９５１の

半分ほどの長さしかない２９５３は天地面を形割工程時に分割している。長さの調節が行われたようで

ある。２９５８の裏面と２９５９の裏面は接合し，側面から分割を行っている様子が確認できる。２９５８の裏

面には明瞭な打点を持つ辺の対辺にもわずかな打点がみられる。両極打撃で分割した様子が確認でき

る　 （注２６）。２９５９は分割後左側面に調整剥離を施している。２９６６の右側面と２９６５の裏面は接合する。

２９６５は荒割工程品であるが，２９６６と接合したためここに掲載した。２９６６は短辺の天面側から打撃を

加え分割を行っている。２９７４は右側面に自然面を残す。２９８９は裏面以外に調整剥離を加えている。

石材は硬質，色調は淡緑色で一部緑の濃くなる部分がある。Ｂ５地区ＳＩ１１出土の石核１４２５に類似

しており，これと同一の母岩の可能性がある。

　２９４７～２９６８が出土したＢ４地区の包含層資料では同石質でほぼ同規格のものがまとまって出土し

ている。出土地点ではＸ２５７Ｙ２１３付近に集中しており，この周辺での玉作りが考えられる。検出はで

きなかったが，建物や廃棄土坑などがあった可能性はある。形割工程品の形状から中～太型の管玉を

中心に製作していたと思われるが，形割工程以降へ進んだ中～太型管玉の未成品はごくわずかしか出

土しておらず，どのような規格の完成品を目指したものなのかは不明である。　

　２９７２は天面から表面・右側面・裏面の３面，地面からは左側面を施溝分割している。Ｂ３地区で

出土した。当遺跡の緑色凝灰岩では施溝分割痕のある未成品はこの１点のみである。

　管玉研磨工程品（３０１３～３０２８）

　形割工程品に若干の研磨を施したものから，さらに進んで，多角柱状に研磨を施したものまでがあ

る。３０２４・３０２５のように四角柱状に研磨されているものもある。
注２６　分割方法については，第�章３菅玉製作工具と分割技法・二次加工方法の推定分析において，実験を行っている。
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　管玉穿孔工程品（３０２９～３０３６）　

　３０２９・３０３１は両側穿孔。３０３２は四角柱状に研磨したものに穿孔を行っている。３０３６は太型の管

玉の未成品破片である。

　管玉完成品（３０３７・３０３８）　

　３０３７は破片。３０３８は孔内壁中央付近が若干盛り上がっており，両側穿孔である。

　鉄石英（第３４４・３４５図）

　荒割工程品（３０３９～３０４３）　 　　　　

　３０４０は天面に礫面が残存している。３０４１は打割で厚さ３４．５㎜程に整えられている。左側面・裏

面・地面は礫面で，原石が円礫であったことがいえる。３０４２・３０４３はそれぞれ打割で厚さ２０．２㎜・

１７．９㎜の板状に整えられている。３０３９も板状で，形割工程品を作り出す素材になると思われる。

　管玉形割工程品（３０４４～３０４８）

　鉄石英の管玉未成品を多く出土したＢ５地区ＳＩ１０の周辺から出土した。分割や調整により四角柱

状になるように整えている。大きさは長さ１４．７～１９．４８㎜，厚さ６．４～９．７１㎜に収まる。

　石英石核（第３４５図，３０４９・３０５０）

　３０４９・３０５０は石英の円礫を打割したもの。３０４９は火を受けたためか黒くなっている。

　ひすい石核（第３４６図，３０５１・３０５４～３０５８）

　３０５１・３０５６は礫面が残っており，円礫を分割したもの。３０５６は分割後左側面に研磨を行っている。

３０５７は打割により厚さ２０．２㎜程，３０５４は同じく厚さ１２．５㎜に整えられている。３０５７の表面には節理

面が残る。３０５５は打割により分割を行ったもの。

　ひすい剥片（第３４６図，３０５２・３０５３）

　３０５２・３０５３は剥片。当遺跡出土のひすい製品がこれらよりも大きいため，玉の素材剥片とはなら

ないと思われる。

　蛋白石石核（第３４６図，３０５８）

　３０５８は色調は淡青色で光を通し，ガラス質で分割面は光沢をもつ。打割により加工される。当遺跡

と比較すると新しい時期になるが，加賀市片山津玉造遺跡では蛋白石製の勾玉未成品・管玉未成品の

出土が報告されている（注２７）。当遺跡でも同様にこの石材で玉を作っていたのだろうか。蛋白石はほか

にＢ５地区ＳＩ７でも小剥片が出土した。なお加工の際に生じる多くの細かい剥片は土壌洗浄でも見

つからなかった。

　勾玉未成品（第３４７図，３０５９～３０６７）

　３０５９は灰色がかった緑色で，石材不明。半円形になるように研磨を行っているが，円弧部分が凹

凸しており，整形できていない。３０６０は若干光を通す濃緑色で，石材不明。研磨によって半円形に

整形される。さらに仕上げに近い光沢をもつ研磨を施している。３０６１～３０６４は石材不明であるが，

４点とも灰色をした同石材である。研磨により半円形に整形されている。

　３０６４の裏面には回転によって窪みが付けられている。半円形の直縁部分に抉りを入れたものは

３０６５～３０６７の３点出土した。３０６６・３０６７はひすい，３０６５は白灰色で部分的に黒くなるが，石材は

不明である。

　勾玉完成品（第３４７図，３０６８）　

　３０６８はひすい製。穿孔方向は片側である。光沢をもつように研磨し，仕上げられている。

注２７　加賀市教育委員会　１９６３年『加賀片山津玉造遺跡の研究』
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５　Ｃ・Ｄ地区

（１）Ｃ地区の遺構と遺物

　Ｃ地区はＡ・Ｂ地区とは異なり，弥生時代の包含層がみられなかった。上層はほとんどが攪乱を受

けており，それが検出面にも及んでいたため，遺構の残存状況は不良と考えられる。このため建物に

ついては，柱根が残る柱穴をもとに積極的な解釈を含んだものであることをお断りしておく。

Ａ　竪穴建物

　柱穴だけが残存しているものとして，２棟が考えられる。

　２７号竪穴建物（ＳＩ２７，第３４９・３５３図，図版３９）

　Ｃ１地区北東寄りに位置する，５本柱の建物とみられる。２基の柱穴で柱根が残っており，放射性

炭素年代測定からは，およそ紀元前２世紀という結果を得た。柱穴以外の附属施設については確認し

ていないが，直径６～７ｍ程度の円形あるいは隅丸方形の建物ではないかと想像される。

　遺物はＳＰ４１４５から柱根（３０８７）が出土している。側面・木口ともに加工痕が残り，木口は３方

向から加工して平坦面を作り出す。樹種はトネリコ属。放射性炭素年代測定をかけており，１４Ｃ年代

では１８００±４０と測定されている。図示していないが，ＳＰ４１４７からも柱根が出土し，この１４Ｃ年代は

１８３０±４０と測定されている。

　２８号竪穴建物（ＳＩ２８，第３４９・３５３・３５４図）

　Ｃ１地区中央東寄りに位置する，５本柱の建物とみられる。４基の柱穴で柱根が残っており，ＳＩ

２７と同様の年代測定結果を得た。規模や構造についてもＳＩ２７と似たものであろうと考えられる。

　遺物はＳＰ４１０９から柱根（３０８８）・礎板（３０９１）が出土している。

　３０８８は木口周辺に伐採痕が残るものの，削って平坦面を作り出す。樹種はトネリコ属。放射性炭

素年代測定をかけており，１４Ｃ年代では１８００±４０と測定されている。図示していないが，ＳＰ４１３４・

４１３６・４１７６からも柱根が出土し，これらの１４Ｃ年代はいずれも１８３０±４０と測定されている。

　３０９１は表面に粗い加工痕の残る礎板である。樹種はスギ。
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第３４９図　遺構実測図　（1/40・1/100）�
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   SP4144�
1． 2.5Y5/3黄褐色シルト質ローム（2.5Y3/1黒褐色粘土質ローム40％混,植物遺体7％混）�
2． 2.5Y4/1黄灰色砂�

   SP4145�
1． 2.5Y3/1黒褐色シルト（植物遺体5％混）�
2． 2.5Y4/2暗灰黄色砂�
3． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト�

   SP4146�
1． 2.5Y3/1黒褐色シルト（2.5Y5/3黄褐色砂質ローム
30％混,植物遺体10％混）�
2． 2.5Y3/2黒褐色粘土質ローム�
　（2.5Y5/3黄褐色砂5％ブロック状に混）�

   SP4142�
1． 2.5Y3/2黒褐色シルト質ローム�
　（2.5Y4/2暗灰黄色ローム7％・2.5YR5/4黄褐色砂3％混,
植物遺体10％混）�
2． 2.5Y5/4黄褐色砂�

   SP4147�
1． 2.5Y3/2黒褐色ローム�
　（2.5Y2/1黒色シルト質ローム10％粒状に混）�
2． 2.5Y5/3黄褐色砂�

   SP4136�
1． 2.5Y2/1黒色シルト（2.5Y5/3黄褐色シルト3％,植物遺体3％
混）�
2． 2.5Y5/3黄褐色砂質ローム（2.5Y2/1黒井色シルト25％混，�
３． 2.5Y5/3黄褐色砂質ローム�

   SP4109�
1． 2.5Y2/1黒色粘土質ローム�
　（2.5Y5/3黄褐色砂質ローム20％混,炭化物2％混）�

   SP4135�
1． 2.5Y2/1黒色シルト（植物遺体2％混）�
2． 2.5Y2/1黒色シルト（2.5Y5/3黄褐色砂質ローム40％混）�

   SP4176�
1． 2.5Y3/1黒褐色粘土質ローム�
2． 2.5Y5/3黄褐色砂質ローム�

   SP4137�
1． 2.5Y2/1黒色シルト（2.5Y5/3黄褐色砂質ローム10％混）�
2． 2.5Y5/3黄褐色砂質ローム（2.5Y2/1黒色シルト25％混）�
3． 2.5Y3/2黒褐色砂質ローム（2.5Y3/1黒褐色シルト15％混）�
4． 7.5Y5/1灰色砂質ローム（2.5Y3/1黒褐色シルト10％混）�
5． 2.5Y5/3黄褐色砂質ローム�

   SP4133�
1． 2.5Y3/2黒褐色シルト質ローム（2.5Y5/4黄褐色砂質ローム15％粒状に混）�
2． 2.5Y3/3暗オリーブ褐色ローム�
3． 2.5Y5/3黄褐色砂�
4． 2.5Y5/4黄褐色砂（噴砂）�

   SP4134�
5． 2.5Y3/1黒褐色シルト（2.5Y5/2暗灰黄色ローム7％粒状に混）�
6． 2.5Y5/3黄褐色砂�

SP4134 SP4133
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Ｂ　掘立柱建物

　４棟を確認したが，ほかにも柱根が残る柱穴が散見しており，まだ数棟存在した可能性がある。ま

た，柱穴の規模は直径３０～５０㎝，深さ２０～３０㎝を中心とするが，削平の影響があり，本来の規模では

ないと考えられる。

　１０号掘立柱建物（ＳＢ１０，第３５０図，図版３８）

　Ｃ１地区ほぼ中央に位置する，２間×１間の建物である。桁行３．７ｍ，梁行３．７ｍで，柱間は桁行が

梁行のほぼ半分である。平面積１３．７㎡で，主軸はＮ－３６．５°－Ｅの南北棟である。遺物は出土してい

ない。

　１１号掘立柱建物（ＳＢ１１，第３５０・３５３図，図版３９）

　Ｃ１地区中央やや東寄りに位置しＳＤ４１０１を切る。２間×１間，桁行２．９ｍ，梁行２．５ｍでＳＢ１０と

同様に桁行の柱間が狭い。平面積７．３㎡，主軸はＮ－６４°－Ｅの東西棟である。

　遺物はＳＰ４１２８から柱根（３０８９）が出土している。遺存状態は悪く，木口の加工痕は明瞭ではない

が，平坦面を作り出している。樹種はコナラ属。放射性炭素年代測定をかけており，１４Ｃ年代では

１７３０±４０と測定されている。

　１２号掘立柱建物（ＳＢ１２，第３５０図）

　Ｃ１地区北西に位置する２間×１間の建物である。桁行３．３ｍ，梁行３．０ｍで平面積９．９㎡，主軸はＮ

－３０°－Ｗの南北棟である。遺物は出土していない。

　１３号掘立柱建物（ＳＢ１３，第３５０・３５４図，図版３８・３９）

　Ｃ１地区北東寄りに位置する，１間×１間の建物である。桁行２．４ｍ，梁行２．３ｍで平面積５．５㎡，

主軸はＮ－５０°－Ｗの南北棟と考えられる。この掘立柱建物は先述した３棟とは異なり，柱穴の平面

は楕円形を呈し，規模はやや大きめである。

　また，それぞれの柱穴の底に角材が横位に据えられており，礎板と考えられる。この礎板の据え方

には２方向あり，ＳＰ４１３８・４１３９では北西～南東方向，ＳＰ４１４０・４１４１では北東～南西方向である。

　遺物はこの礎板（３０９２～３０９４）のみで，いずれも下部は石製工具によって大きく斜めに削られて

いる。この加工痕は粗く，伐採時のものかと考えられる。上部は平らに加工される。３０９３は中ほど

が４方から抉られて，わずかに凹んでいる。樹種はすべてコナラ節である。いずれも放射性炭素年代

測定をかけており，１４Ｃ年代では３０９２が１８４０±４０，３０９３が１９００±５０，３０９４が１９００±４０と測定されて

いる。図示していないが，ＳＰ４１３８の礎板の１４Ｃ年代は１８７０±４０と測定されている。　
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第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物

Ｃ　土坑

　４１３２号土坑（ＳＫ４１３２，第３５１図）

　ＳＢ１１の南に位置する，長径２９㎝，短径２６㎝，深さ１２㎝の土坑である。柱根が残っており，建物の

柱穴であった可能性が高い。

　４１５４号土坑（ＳＫ４１５４，第３５１・３５４図）

　ＳＩ２８の南東に位置する，長径６３㎝，短径４５㎝，深さ３０㎝を測る楕円形の土坑である。わずかに板

材が残っており，建物の柱穴であった可能性が高い。

　遺物は弥生土器片のほか，用途不明材（３０９８）が出土している。３０９８は縦断面が三角形になる板

材で，上端は厚みが薄くなる。樹種はスギ。

　４１６２号土坑（ＳＫ４１６２，第３４８・３５４図）

　Ｃ１地区南東隅に位置する，長径７５㎝，短径７０㎝，深さ２５㎝を測る楕円形の土坑である。　

　遺物は礎板（３０９５）が出土している。木口両端を粗く切り落としたもので，樹種はスギ。

　４１６５号土坑（ＳＫ４１６５，第３５１・３５２図）

　Ｃ１地区南西隅に位置する，長径７２㎝，短径４６㎝，深さ８㎝を測る楕円形の土坑である。削平のた

めか浅いが，埋土には炭化物が混ざり，弥生土器が出土した。３０６９は外反先細りの有段口縁に擬凹

線を施し，口縁部内面には指頭圧痕，小さな底部をもつ倒卵形の器形などから，いわゆる月影式の甕

とみられる。外面には粗いハケ調整，内面は削られ器壁は薄い。外面全体と内面下半部にはススが付

着している。

　４１６７号土坑（ＳＫ４１６７，第３５１・３５３図）

　Ｃ１地区南西に位置する，長径３６㎝，短径３３㎝，深さ１０㎝の土坑である。柱根が残っており建物の

柱穴であった可能性が高い。

　遺物は柱根（３０９０）が出土している。側面の加工は遺存状態が悪く不明だが，木口は３方向から

細かく削って，平坦面を作り出す。樹種はクワ属。

　４１６９号土坑（ＳＫ４１６９，第３５１・３５４図）

　Ｃ１地区南西隅に位置する，長径９２㎝，短径７８㎝，深さ１８㎝の土坑である。埋土は黒褐色シルトの

単層，炭が混ざる。柱根が残っており，建物の柱穴であった可能性が高い。

　遺物は弥生土器片・礎板（３０９６・３０９７）が出土している。３０９６は木口両端を粗く切り落とした

もの。３０９７は下部を石製工具によって大きく斜めに削られており，表面と側面は細かく削って平坦

に仕上げる。樹種はいずれもスギ。
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５　Ｃ・Ｄ地区

Ｄ　溝・自然流路

　４１０１号溝（ＳＤ４１０１，第３５１・３５２・３５４図，図版１５４）

　Ｃ１地区南東から北西に向かって流れる，最大幅１．０８ｍ，深さ４０㎝を測る溝である。ＳＰ４１２５・

４１２８，ＳＫ４１０６・４１０７より古い。埋土は黒褐色シルト，暗灰黄色砂質ローム，黒褐色シルト質ローム，

にぶい黄色粘土質ローム，黒褐色シルトなどがレンズ状に堆積している。

　遺物は弥生土器・石包丁が出土した。３０７０は甕か。底部のみで，内外面ともに細かいハケ調整が

みられる。３０９９は白色系の凝灰岩製の磨製大型石包丁。長さ６．８８㎝，幅１７．７６㎝，厚さ１．３３㎝を測る。

全体の１ ３程度が欠損していると思われる。紐孔は１箇所のみが残存する。穿孔の際の回転痕が明瞭

に残っているが紐ずれはみられず，紐孔からは使用された様子は窺えない。刃部側は大部分が欠損し，

使用痕は不明である。軟質な石材で使用方法は不明であるが，同様の石材の石包丁が「北加賀地域を

中心として砺波平野にまで及ぶ広範囲の流通圏があること」を松尾実氏は指摘しており（注２５），一定の

需要があり生産されたものであることが考えられる。　　　　　　　

　４１０２号溝（ＳＤ４１０２，第３５１・３５２図）

　ＳＤ４１０１の西側に並行して走る，最大幅１．３８ｍ，深さ１６㎝を測る溝である。ＳＤ４１０５・４１０８より新

しい。埋土はおもに黒褐色ロームで非常に浅いが，上部は削平されたものと考えられる。

　遺物は弥生土器が出土した。３０７１・３０７２は甕の口縁。３０７１の端部は上下から櫛状工具による刻

みが連続で施される。３０７２は端部に刻目，口縁部内面は赤彩され，竹管による連続刺突が数条巡る。

３０７４は球状の土製品で，中空とみられる。３０７５は蓋。外面が赤彩される。３０７６は鉢。口縁部の突

起には２個１対の孔があり，蓋孔と考えられる。外面は赤彩され，口縁下には櫛状工具による直線文

と波状文が交互に施される。

　４１０４号溝（ＳＤ４１０４，第３４８・３５２図）

　北に向かって落ち込む谷状の遺構で，Ｄ地区へと続く可能性がある。遺物は縄文土器が出土した。

３０７８・３０７９は深鉢。３０７８の外面には二枚貝とみられる斜方向の条痕文，口縁部内面には帯状にミ

ガキがある。３０７９は底部に編物状の圧痕が残る。これらは晩期後半（長竹式併行）に帰属すると考

えられる。

　４１０５号溝（ＳＤ４１０５，第３５１・３５２図）

　北西端を南北に走る，最大幅１．４８ｍ，深さ３６㎝を測る溝で，ＳＤ４１０２より古い。埋土は黒褐色シル

ト質ローム，黄褐色砂，黄灰色粘土質ローム。遺物は弥生土器のほか，混入した近世陶磁器が出土し

た。３０８０～３０８２は甕。３０８０は大きく開く有段口縁をもち弥生時代後期～終末期に帰属するが，

３０８１・３０８２は形態から中期とみられる。３０８３～３０８５は高杯。３０８３の杯部は大きく外反し，口縁端

部は幅広の面をもつ。一部欠損しているが棒状有段脚が付くとみられ，段部分や脚端部には粘土帯を

貼り付け肥厚させている。脚部および裾部には透孔がある。外面は丁寧なミガキを施し，赤彩される。

３０８４も３０８３と同様な器形とみられ裾部には２個１対の透孔が３箇所にみられる。３０８６は小型の鉢。

口縁端部が欠損している。

　４１０８号溝（ＳＤ４１０８，第３５１・３５２図）

　ＳＤ４１０２の支流とみられる短い溝で，最大幅４２㎝，深さ９㎝を測る。埋土はおもに黒褐色ロームの

単層でごく浅い。遺物は弥生土器が出土した。３０７７は甕。口縁端部は内面から刻目が施され，外面

はハケ調整，内面下半部は板状工具により縦方向にナデられる。　

注２５　松尾　実　２００４「石川県における磨製石包丁研究についての現状と若干の考察」『石川県埋蔵文化財情報』第１２号　財団法人石川県埋蔵文化財センター
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（２）Ｃ・Ｄ地区包含層出土遺物

Ａ　土器（第３５５図）

　出土した土器には，中期のものと後期のものがある。

　３１００・３１０１は中期の壺。

　３１００は口縁端部に刻目を施し，外面には竹管文を２列以上施す。３１０１は口縁端部を面取りし，上

下に刻目を施す。内外面とも横位のミガキ。

　３１０２～３１１１は後期。

　３１０２は小型壺で胴部外面を細かい丁寧なミガキ，赤彩を施す。内面はヘラケズリの後左上がりの

ハケ。３１０９は台付壺で胴部外面ミガキ。台部は縦位のハケの後ナデ。内面は左上がりのハケの後，

底部及び胴部中位ケズリ。

　３１０３は有段甕で外面の一部にスス付着。調整は外面ナデ，胴部内面左回りのケズリ。

　３１０４・３１０５は高杯。３１０４は杯部上半外面に横位の細かい丁寧なミガキ。杯部下半は外面及び内

面摩滅著しく不鮮明。

　３１０６は有段鉢で底部を穿孔し，有孔鉢に転用している。調整は口縁部をヨコナデ，体部外面をハ

ケの後ミガキ。内面はケズリの後ミガキだが不鮮明。

　３１０７・３１０８は台付鉢の台。３１０７は底部内面をハケ。３１０８は摩滅著しく不明。

　３１１０は有鈕蓋のつまみ部で外面ミガキ，内面ハケ。３１１１はミニチュア土器。

Ｂ　石製品（第３５５図，図版１５３）

　出土した石製品には，扁平片刃石斧がある。

　３１１２は小型の扁平片刃石斧で，右側面に擦り切り痕が残る。石材は滑石か。使用痕分析によれば，

刃部両面に直交する線状痕があり，横斧タイプの装着が想定される。　

Ｃ　石製玉作関連遺物（第３５５図）

　緑色凝灰岩荒割工程品が出土した。３１１３は淡緑色硬質の石材。３１１４は淡緑色軟質の石材で，全体

に磨耗している。Ｃ地区の建物周辺では，石製玉作関連遺物が出土していない。３１１３・３１１４はＢ地

区からの流れ込みと考えられる。 （伊藤・岡本・島田・新宅・��・細辻・町田賢一・町田尚美）
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第Ⅵ章　古墳時代の遺構・遺物

１　古墳時代の概要

　古墳時代の遺構と遺物は，Ａ８地区からＣ１地区で検出した。これは弥生時代の遺構を検出した範

囲とほぼ同じ広がりをもっているが，弥生時代が集落跡であったのに対し，この章で取り扱うのは弥

生時代後期から古墳時代中期の自然流路と水田跡である。

　Ｂ７地区からＣ１地区にかけては，規模の大きな自然流路を検出した。この自然流路からは縄文時

代晩期から近世にわたる遺物が出土しているが，弥生時代の周溝式竪穴建物ＳＩ１９の項でも述べたと

おり，弥生時代においてもこの自然流路が利用され，また自然流路の肩近くから古墳時代前期後半の

大型壺が出土していることから，その存続時期は弥生時代後期から古墳時代中期と推測している。

　Ａ８地区からＢ６地区にかけては，調査前に行ったプラント・オパール分析の結果をふまえ，Ⅳａ

層，Ⅳｂ層上面で，２時期の水田を検出した。水田の時期は弥生時代後期後半から古墳時代中期と推

測するが，これは水田面上面で出土した古墳時代の土師器の年代を下限とし，その下層である弥生時

代の集落から出土した遺物を上限とするものである。平面での水田面の検出は困難であったが，水田

に付属する小畦畔・大畦畔・水口・水路などを検出し，また，弥生時代の道路ＳＦ３５２６の項で述べた

とおり，弥生時代後期から続く道路跡を検出している。平面的に水田を検出できなかったＢ７・Ｃ１

地区においても，プラント・オパール分析では高い数値を得ており，この一帯では広く水田経営が行

われていた可能性が高い。

　包含層出土遺物では，Ⅲ層と水田検出面であるⅣ層から出土した古墳時代の遺物を掲載した。前期

から後期にわたる遺物が出土しているが，特に水田面近くに中期の遺物が多い。県内では調査例の少

ない時期であるため，貴重な例になるとともに，今後の資料の増加を待って，富山県下における古墳

時代の人々の営みを明らかにしていきたい。　

２　Ａ・Ｂ・Ｃ地区

（１）Ｂ７～Ｃ１地区の遺構と遺物

　４００１号自然流路（ＳＤ４００１，第３５７～３５９図，図版１６９）

　Ｂ７地区の北東部からＣ１地区の南西部にかけて，西側へ湾曲しながら流れる自然流路である。Ｂ

７・Ｃ１地区は地山近くまで削平を受けており，この流路も弥生時代の遺構検出面で確認したが，後

述するように弥生時代後期から古墳時代中期にかけて流れていたと考えるため，第Ⅵ章で扱うことと

する。流路の幅は約７０ｍ，深さは約１．７ｍを測る。流路の右岸は砂礫が厚く堆積して，中州状になり，

左岸の落ち込みはややなだらかになっている。Ｂ７地区の南東で，弥生時代後期の竪穴建物ＳＩ１９か

ら続く溝ＳＤ４０１１がＳＤ４００１に流れ込む地点では，ＳＤ４００１の肩からの落ち込みが急傾斜となり，流

路肩に平行して原木が並べられていた。これは護岸工事を行ったものかと考えられる。

　遺物は縄文土器，弥生土器，土師器・須恵器，灰釉陶器・珠洲，越中瀬戸・肥前陶磁，木製品，石

製品，石製玉作関連遺物など多岐にわたって出土しており，縄文時代から近世まで，その年代に大き

な幅がある。流路の最下層の礫と砂が互層に堆積するところからは，縄文土器や弥生土器などが出土
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しているが，氾濫などによって流されてきたものと考えられる。流路の下層から中層にかけては，主

に弥生時代後期の土器が出土している。流路の中層から上層にかけては埋土が黒色土を主体とし，古

墳時代中期ごろの土師器・須恵器が出土している。特に左岸の肩部からやや落ち込んだところで，ほ

ぼ完形の土師器の大型壺（３４３７）が潰れた形で出土しており，この頃には流路がおおよそ埋没してい

たと考えられる。流路の最上層からは古代以降の遺物が少量出土しており，これは混入と考えている。

弥生時代後期に流路が利用されていたことと，流路の上層から出土した土師器大型壺のことを考え合

わせると，主な存続時期は弥生時代後期から古墳時代中期と推測する。

　遺物は種類ごとに分けて記述する。

　縄文土器（第３６０図，３１１５～３１１８，図版１７５・１７６）

　３１１５は椀形の鉢か。文様は口縁端部に沈線１条，胴部に平行沈線１条とその下に左上から右下方

向に斜行沈線（三角文か）を数条施し，口縁部には無文帯を持つ。文様の沈線は描線が細い。時期は

大洞Ａ式併行期か。３１１６は浅鉢の胴部。文様はＬＲ縄文と描線の太い玉抱き三叉文・２条の平行沈

線間に連続刺突を施す。時期は御経塚式。３１１７は深鉢の胴部。文様はＬＲ縄文に描線の太い平行沈

線・鍵手文の一部が見える。時期は中屋２式併行期。３１１８は深鉢の口縁部と胴部下半～底部で接合

しない。口縁部は端部を外側に折り返す。ナデ調整。胴部下半は外面にＬＲ縄文，内面に炭化物が厚

く付着する。底部は外面にＬＲ縄文の後にナデ，内面は胴部と同様に炭化物が厚く付着する。時期は

縄文時代晩期前葉～中葉か。

　弥生土器

　弥生土器は弥生時代中期後葉・後期・終末期に属すると考えられる土器が出土している。また天王

山系土器も出土している。

　弥生時代中期後葉（第３６０・３６１図，３１１９～３１４９，図版１７５～１７７）

　甕（３１１９～３１２７）　いずれも口縁部は外反して開き，胴部は内外面ハケメ調整で，３１２５の内面

はハケ後ナデ調整する。３１１９は口縁端部内面に刻目文を施す。３１２０はほぼ完形で，口縁端部内面を

ユビオサエによる波状口縁にする。３１２０～３１２３・３１２６は口縁端部外面に刻目文，３１２６は口縁部内

面に綾杉文を施文する。３１２６は放射性炭素年代測定を行っており，１４Ｃ年代で１８５０±４０と測定されて

いる。３１２７は胴部から開いて口縁部が外反する。胴部外面はハケメ調整，内面のハケは不鮮明で，

下半はナデ，底面もハケメ調整する。３１２４は小型の甕で，口縁端部外面に刻目文，胴部内外面を粗

いハケメ調整し，その後内面はヘラナデ調整する。

　壺（３１２９～３１４６）　３１２９・３１３０は口縁端部外面を面取り後，ハケ状工具で斜格子目文を施文す

る。３１３１は口縁端部外面に上下方向から刻目文を施す。３１３２は内外面をミガキ調整後赤彩し，口縁

端部は上下からハの字状に刻目を施す。３１３３～３１４０は口縁部内面にも施文するもので，３１３３は口

縁端部外面に下方から刻目文と，内面に竹管２個１組を原体とする刺突文を施す。３１３４・３１３５は口

縁端部外面に刻目文，内面に刺突文を施す。３１３６～３１４０は内面に綾杉文，３１３６・３１３７は端部外面

に下方から刻目を施す。３１４１はほぼ完形で，最大径を胴部中位にもつ。口縁端部外面に下方からの

刻目文，胴部内外面ともにハケとナデで調整し，底部外面はミガキを施す。３１４２は壺の胴部で，外

面はハケ後ミガキ，肩部に２条の沈線と竹管による刺突文を施す。３１４３は無頸壺。口縁端部外面か

ら施文しはじめ，櫛描波状文と直線文を交互に３列施文する。３１４４は口縁内面に菱形文と綾杉文，

外面に刻目文を施文する。３１４５・３１４６は壺の頸部で，３１４５は貼り付けた突帯の上に斜格子文，

３１４６は貼り付けた突帯を２条の沈線で３段に区画し，刻目文を施す。３１４７～３１４９は壺もしくは甕
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の底部で，３１４７・３１４８は上げ底となり，３１４９は底面はケズリ，底面から底部に黒斑が見られる。

　弥生時代後期（第３６２～３６５・３６８図，３１５０～３２１９・３２２１～３２２４・３２２６～３２２９・３２３３・３２４０・３２８６・

３２８７・３２９１～３２９３，図版１７７～１８０）

　甕（３１５０～３１９３）　３１５０～３１５９は擬凹線甕。３１５０～３１５２は付加状となる口縁端部外面に擬凹

線を施す。３１５１は摩滅が激しく，擬凹線が消えている。３１５３は口縁部外面が下垂し，肩部に刺突文

を施す。３１５５・３１５６・３１５８・３１５９は口縁部が長く伸び，端部は肥大する。３１５５は肩部に直線文を

施す。３１５７は口縁端部がやや尖り，頸部内面はナデで面取りする。３１６０～３１６４・３２８６・３２８７・

３２９１・３２９２は有段甕。胴部内面はケズリを施す。３１６３・３１６４は肩部に刺突文を施す。３１６５～３１７９

は受口甕。３１６５～３１７７は口縁部外面に刺突文のある刺突受口甕で，３１６５は肩部に波状文，３１６６・

３１６７は直線文と波状文，３１６８は直線文と列点文を施文する。３１７０・３１７１は肩部にも刺突文を施す。

３１７２は肩部にのみ刺突文を施す。３１８０～３１８４は平縁甕。３１８５～３１９２は付加状甕。３１８６・３１８７は

口縁部を外反させた後，口縁端部を上方に曲げて，有段状にする。３１９１の底部はやや凹む小平底，

３１９０の底部は中央が凹む。３１９０と３１９２は口縁端部外面に刻目文を施す。３１９３はミニチュア土器で

甕形。口縁は丸縁で，胴部外面はヘラナデ調整する。

　壺（３１９４～３２０５）　３１９４・３１９５は擬凹線短頸壺。３１９５は頸部から胴部をハケ調整し，底部は平

底。３１９６～３１９９は短頸壺の口縁部。３１９７は口縁端部が下垂する。３１９６は口縁端部内面，３１９８・

３１９９は外面を面取りする。３２００・３２０１は台付壺の胴部の突帯部分。３２００は内外面ともに摩滅して

いるが，３２０１は内面ハケ，外面ミガキを施す。３２０３～３２０５は甕もしくは壺の底部。３２０４は底面に

葉脈状痕がある。

　器台（３２０６～３２０９）　３２０６～３２０８は受部で，口縁部の下部を下垂させ，３２０６は擬凹線と円形浮

文，３２０７は円形浮文を施文する。３２０９は器台の脚部で３段３箇所の透孔をもつが，３段目は上２段

の位置よりずれている。

　高杯（３２１０～３２１９・３２２１～３２２４）　３２１０～３２１３は有段高杯で，３２１０は深めの杯部，３２１３は口

縁端部内面を面取りし，ミガキ調整する。３２１４～３２１６は拡張有段高杯で，３２１５は棒状の脚基部か

らハの字状に脚裾部が開く。３２１６は拡張した口縁端部内面に擬凹線を施し，外面の屈曲部に下方か

ら刻目文を施す。３２１７～３２１９は脚部。３２１７は透孔６箇所，脚裾端部は付加状になる。３２１８・３２１９

は脚基部で，３２１９はタテミガキの後に沈線文９条を施文する。３２２１～３２２４は器台・高杯の裾部。

３２２１は有段の脚裾部に擬凹線，脚裾端部上面に刻目文を施す。３２２２は脚裾端部上面に半截竹管文を

施文する。３２２４はハの字状に開く脚部である。

　鉢（３２２６～３２２９・３２３３～３２４０）　３２２６・３２２７は有段鉢で，３２２６は肩部に波状文を施文する。

３２２７の底部は焼成後に穿孔されたもの。３２２８・３２３７は無頸鉢か。３２２９・３２３３～３２３５は有孔鉢。尖

り底の３２２９と，平底の３２３３～３２３５に分けられる。３２２９は体部が内湾する。３２３６は台付鉢の脚部か。

３２３９は把手付鉢。把手は剥離している。口縁部内外面はナデ，体部内外面はミガキ調整する。３２４０

は把手。３２３８はミニチュアの鉢で，円板状の粘土の中心を凹ませた程度のもの。

　弥生時代終末期（第３６４・３６５・３７１図，３２２０・３２２５・３２３０～３２３２・３２４１～３２５４・３３６８・３３６９，

図版１７９・１８０・１８５）

　甕（３２４６～３２４９）　いずれも擬凹線甕で，３２４７・３２４８は口縁部内面に指頭圧痕がある。

　高杯（３２２０・３２２５・３２５０・３２５２）　３２５０は杯部内面に漆が付着している。

　鉢（３２３０～３２３２・３２５１・３２５３・３２５４）　３２５１・３２５３・３２５４は有段鉢で，口縁部と体部の境に
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段を持ち，口縁部は開いて伸びる。３２３０～３２３２は尖り底の有孔鉢。３２５４は鉢の把手で，体部に逆Ｕ

字型に粘土紐を貼り付けたもの。

　蓋（３２４１～３２４５・３３６８・３３６９）　３２４１～３２４３・３３６８はつまみ部のみで，３２４１・３２４２はつまみ

部が大きく凹み，３２４２は孔が１箇所あけられている。３３６８はつまみ部内面に刺突痕がある。３３６９は

低いつまみと内湾する口縁部をもつ。３２４４・３２４５は返し付蓋である。

　天王山系土器（第３６６・３６７図，３２５５～３２８５，図版１８０・１８１）

　３２５５～３２８５は天王山系の土器。小破片ばかりであるため，全体の復元が可能なものは少ない。そ

のため，器種は甕か壺かいずれかであろうが，区別がつかないものが多い。

　３２５５～３２６１・３２６３・３２６４はくの字状口縁の甕で，３２５５～３２５９は口縁端部に刻みを施す。３２５５

は外面にススが厚く付着し，文様が不明瞭であるが，口縁部に平行沈線文と連弧文を２条ずつと下開

きの連弧文を１条施す。口縁端部は外面から刻み，突起部にも刻みを施す。３２５７は口縁部にＬＲ縄

文の後，平行沈線文と山形文を２条ずつ施す。口縁端部は縄文の後に両側から刻み，突起部を持つ。

３２５９は口縁部外面にＬＲ縄文，内面にも一部縄文が見える。口縁端部は両側から刻み，突起部にも

刻みを施す。３２６１はＬＲ縄文の後，頸部に交互刺突文を施し，口縁に焼成後の穿孔がある。口縁端

部は上方につまみ上げ，外面に刻み，突起部にも刻みを施す。３２５６は口縁部にＬＲ縄文，端部に外

面から刻み，その上に沈線を１条施す。３２５８は外面にＬＲ縄文の後，いびつな平行沈線文４条，内

面にＬＲ縄文の後，いびつな平行沈線文２条を施す。口縁端部はＬＲ縄文。ススが付着せず内面にも

文様がある事から，他の器種の可能性がある。３２６０は頸部がすぼまるタイプで口縁端部を面取りし，

外面はＬＲ縄文，内面は輪積み痕が残る。下老子笹川遺跡では他にこのタイプは見られず，時期また

は系統の違いが窺える。外面と口縁内面にはススが厚く付着。３２６３はやや直立気味の口縁。口縁内外

面にはＲＬ縄文，ススが厚く付着。３２６４は口縁内外面にＲＬ縄文，端部にも縄文を施す。

　３２６２は球胴状の壺。頸部に平行沈線文と下開きの連弧文？を施す。その形状は東北地方には見られ

るが，県内には類例が見られない。調整は外面ＲＬ縄文，内面ナデ。

　３２６５～３２８３は全体を復元できなかった小破片。３２６５～３２７０は口縁部の破片で甕と考えられる。

３２６５は外面にＲＬ縄文に描線の細い平行沈線文２条・山形文３条，口縁端部に外側からの刻みを施

す。３２６６はＲＬ縄文に描線の細い山形文２条を施す。３２６７は外面に描線の太い平行沈線文と連弧文

２条，内面に平行沈線文１条，口縁端部に両側から刻み，突起部にも刻みを施す。３２６８は口縁端部

が外側に強く屈曲するもの。外面の文様は，ＲＬ縄文に描線の太い平行沈線文・連弧文・下開きの連

弧文を施す。３２６９は外面にＬＲ縄文の後，描線の細い平行沈線文２条・連弧文２条・山形文？２条，

内面にＬＲ縄文，口縁端部に外側からの刻みを施す。３２７０は外面にＬＲ縄文の後，交互刺突文の崩

れたハの字状刺突文・連弧文，内面にＬＲ縄文，口縁端部に両側からの刻みを施す。また焼成後の穿

孔が見られる。３２７１～３２８３は胴部の破片。３２７１はＲＬ縄文に描線の細い平行沈線文・交互刺突

文・連弧文？を施す。３２７３は交互刺突文・平行沈線文２条・連繋渦文２条を施す。３２７４は壺の胴部

上半部分。外面の文様は連弧文２条・下開きの連弧文２条・平行沈線文２条・連弧文。３２７２・３２７６

は描線の太い重弧文の破片で壺か。３２７６は平行沈線文の間に背中合わせの弧線が入る。旧福岡町教

育委員会調査地区（注１）や頭川遺跡（注２）にも同類のものがある。３２７７は重菱形文が工字文風になった

もの。３２８１は平行沈線文の間に背中合わせの弧線を１対ずつ配するもの。地文はＬＲ縄文であるが，

一部に撚糸文？が見える。３２８２は交互刺突文・平行沈線文２条・単位が不明な沈線文（波状文か）

を施す。３２７５・３２７８～３２８０は宇津ノ台式土器系統（注３）の重菱形文の破片で，３２７８・３２７９は同一個体。
注１　栗山雅夫　１９９８『富山県福岡町下老子笹川遺跡発掘調査報告書』福岡町教育委員会
注２　上野章　１９７４「高岡市頭川遺跡」『大境　第５号』富山考古学会
注３　石川日出志　１９９０「天王山式土器編年研究の問題点」『北越考古学　第３号』北越考古学会　
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　３２８４・３２８５は底部の破片で壺と考える。３２８４は外面を底部下半に左下から右上へ刺突状に斜行

短線，その上に３条以上の連弧文を施す。内面はケズリ。３２８５はＬＲ縄文の底部で，ユビオサエが

残る。

　古墳時代の土器　

　土師器・須恵器が出土している。土師器は古墳時代前期・中期・後期に分けて記述する。

　土師器（第３６８～３７２図，図版１８２～１８６）

　古墳時代前期

　甕（３２８８・３２９０・３２９４～３３０８・３３１０～３３１２）　３２８８・３２９０は有段甕で，口縁部に段を持つ。

３２９４～３３０８はくの字甕で，口縁端部を面取りするもの（３２９６～３２９９），尖らせるもの（３３００・

３３０１），丸く収めるもの（３３０２），口縁端部の角度を変えて外反させるもの（３３０５～３３０８）がある。

３２９４は口縁部外面に指頭圧痕が残り，ヘラナデで内外面ともに調整するが，全体的に雑なつくりと

なっている。３２９５は胴部外面にススが厚く付着する。３３１０は甕の胴部。３３１１は台付甕の台部で，底

面は面取りする。３３１２は小型甕。

　壺（３２８９・３３１３～３３３１）　３３１３～３３２１は有段壺。３３１３は口縁外面に擬凹線を入れた後，ヨコミ

ガキする。３３１５は内外面に粗いハケを施し，外面にススが付着する。３３１６は口縁部が伸びて緩やか

に外反する。３３１７は内外面ハケメで，口縁部はやや内湾する。頸部内面に接合痕が残る。３３１８は口

縁部外面に竹管文・沈線３条・竹管文・刺突文が施文され，内外面赤彩される。３３１９～３３２１は口縁

部が強く外反して，開くもの。３３２２は胴部外面に直線文７条・波状文７条・円形浮文が施文される。

３３２３は大型壺で，流路の肩よりやや落ち込んだところから，ほぼ完形のまま潰れた状態で出土したも

のである。口縁部は有段となり，短く直立する。胴部は球形で厚手，底部は平底だが，自立は難しい。

焼成は悪く，また器面の摩滅も激しいが，外面はハケ，内面の上半はケズリ，下半はハケで調整する。

底部には黒斑が見られる。大型壺の完形品は日本海側の古墳の土器棺および供献土器などに類例があ

り，それらの土器とは性格が違うが，形が酷似していることから，前期後半から中期初頭に位置付け

たい（注４）。３３２４～３３２６は直口壺。３３２５・３３２６は口縁部が内湾する。３３２５は胴部との境に沈線１条

が入る。３３２６は潰れた球胴で丸底。３３２７～３３３１はくの字状の口縁部をもつ。３３２９・３３３０は広口で，

口縁部はほぼ直立する。３３３１は胴部最大径が中位よりやや下になり，底部は平底となる。内外面ハ

ケメで，底部外面タタキ調整する。　

　高杯（３３３２・３３３３・３３３５・３３３６・３３３８～３３４１・３３４３～３３４９）　３３３２・３３３３は伸びた口縁部

が緩やかに外反するもの。３３３２は内外面赤彩，３３３３は雑なつくりである。３３３５・３３３６は口縁部が

やや内湾気味に，大きく直線的に伸びるもの。３３３８～３３４１・３３４３～３３４８は脚部で，ハの字状に開く

もの。３３４８は脚裾部でわずかに屈曲して開く。３３３９は杯部の裏側に刺突痕がある。３３４３は杯部と

口縁部の境に稜をもつ。３３４４・３３４５は短い脚部で，いずれも赤彩する。３３４６・３３４７は脚裾端部を

丸く収める。３３４９はゆがみが大きく，厚手の雑なつくりである。器台に例のある器形で，椀形の杯

部と内湾する脚部をもち，脚裾端部は内側が肥厚する。

　器台（３３５０～３３６０）　３３５０～３３５６は小型器台。３３５０～３３５２は受部端部をわずかにつまみ上げ，

３３５３は端部を屈曲させる。３３５４～３３５６は脚部で，３３５４・３３５５は内外面に赤彩する。３３５７～３３６０

も脚部で，３３５７は内湾，３３５８・３３５９は外反して開く。いずれも赤彩する。３３６０はいびつで雑なつ

くりのもので，受部と脚部の境に指頭圧痕を残す。

　鉢（３３６１～３３６６）　３３６１・３３６２は小型有段鉢で，内湾する体部とほぼ直立する口縁部との間に
注４　赤澤徳明氏のご教授による。記して謝意を表します。
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わずかな段があるもの。３３６３は小さな体部と長く伸びて外に開く口縁部をもつ有段鉢。内外面はミ

ガキ調整で，底部付近の状態から台付鉢の可能性がある。３３６４は台付鉢で，浅い体部から屈曲して

短い口縁部がつく。外面ケズリで，内面ヘラナデ調整する。３３６５・３３６６は台付鉢の脚部かと考えら

れるもの。

　蓋（３３６７）　３３６７は柱状のつまみで，鈕頂部は平らになる。

　古墳時代中期

　小型丸底壺（３３７４～３３７７）　いずれもやや内湾する直立した口縁部に，潰れた球形の胴部をもつ。

３３７４・３３７５は丸底，３３７６・３３７７は上げ底となる。

　高杯（３３３４・３３３７・３３４２・３３７８～３３８１・３３８４～３３８８）　３３３７は小さな杯部と緩やかに外反す

る口縁部をもち，脚部は棒状でややふくらみ，脚裾部で屈曲して開く。杯部内面から脚部外面はナデ

調整する。３３７８は杯部と口縁部の境に稜を持ち，口縁端部が外反する。３３８０・３３８１はやや内湾し

て開く口縁部をもつ。３３８０外面に輪積痕を残す。３３８１は短い脚基部と，強く屈曲して広く開く脚裾

部をもつ。３３８４～３３８８は脚部のみで，３３８４・３３８５も同様の脚部。３３８６～３３８８は，上記の脚部より

も脚基部が長いが，脚裾部は強く屈曲し，広く開く。

　鉢（３３７３）　深く内湾する体部から強く屈曲する短い口縁部がつく。体部外面はハケ後ナデ，内

面はナデで輪積痕が残る。

　古墳時代後期

　椀（３３７０～３３７２）　３３７０は口縁端部がわずかに屈曲して外反する。外面には輪積痕が残る。

３３７１は口縁端部がやや尖るもので，体部外面は摩滅しているが，内面はミガキ，底部はケズリ調整

する。３３７２は口縁端部内面を面取りし，外面はハケ，内面はミガキ調整で赤彩する。

　高杯（３３８２・３３８３）　３３８２・３３８３は杯部が内湾し，椀状となる。３３８３の脚部は短い脚基部と，

強く屈曲して広く開く脚裾部をもつ。

　甑（３３８９・３３９０）　３３８９は口縁部と把手部のみ図化したもので，同一個体。外面は粘土紐接合

痕が残り，内面はススが付着する。

　須恵器（第３７３図，図版１８６・１８８）

　蓋（３３９１・３３９２）　３３９１・３３９２は杯Ｈ蓋である。天井部はロクロヘラ削りが施され，体部は直

線的に立ち上がる。天井部と体部の境には，明瞭な稜が見られる。ＴＫ４７～ＭＴ１５期並行頃のものと

考えられる。

　杯（３３９３～３３９５）　３３９３・３３９４は杯Ｈである。底部はロクロヘラ削りを底部中位まで施し，受

部は細く挽き出され，立ち上がりはやや外反気味または内斜する。端部は丸く納めるもの（３３９３）

と，内斜し，端部内面に１段の稜を設けるもの（３３９４）が見られる。これらはＴＫ４７～ＭＴ１５期並

行頃のものと考えられる。３３９５は口縁部を欠損しているが，受部の状況などから前者と同様な時期

のものと思われる。

　甕（３３９６）　大きく外反した口縁部を持ち，突帯状の稜が下方に付く甕で，口縁部周辺には波状

文が巡る。古墳時代後期頃のものと考えられる。

　壺（３３９７）　口縁部外面に面を取り，頸部にはロクロナデを施す。ＴＫ４３～２０９期並行頃と考えら

れる。
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　古代の土器

　古代の土器は須恵器・土師器が出土している。

　須恵器（第３７３図，３３９８～３４１２，図版１８６～１８８）

　蓋（３３９８・３３９９）　３３９８は山笠形の天井部を持ち，扁平な擬宝珠形のつまみを持つ。口縁端部

は外方で内斜し，断面はやや丸みを持って接地する。３３９９は扁平形の天井部を持ち，端部は丸みを

持って接地する。天井部外面の欠損部分に墨書があり，全容は不明であるが「成」や「浅」などの右

側の一部かと考えられるものが書かれていた。前者は８世紀後半頃，後者は８世紀後半～９世紀代と

したい。

　杯Ａ（３４００～３４０８）　底部が回転ヘラ切りで，底部から口縁端部へ内湾しながら直線的に立ち上

がるもの（３４００・３４０２・３４０６・３４０７）や，体部上位で緩やかに角度を変え外反して口縁端部に至

るもの（３４０１・３４０３・３４０４・３４０８）などある。これらの時期はおおむね８世紀後半頃のものと考

えられる。３４０５は底部から口縁端部へ外反しながら立ち上がり，全般的に器高は浅く口縁部は開く。

９世紀中葉～末葉頃のものと考えられる。

　杯Ｂ（３４０９～３４１１）　３４０９・３４１０は高台が貼り付け高台で，細く平行に接地する。底部から口

縁端部にかけては，内湾しながら立ち上がり，体部上位で緩やかに角度を変え外反して口縁端部に至

る。いずれも墨書があり，高台内側に「節万呂」と書かれていた。８世紀後半のものと考えられる。

３４１１は高台径が１０．４㎝と大きく，高台は外傾して接地する。底部から口縁端部へ内湾しながら立ち

上がり口縁端部に至る。時期は８世紀前半頃と考えられる。

　稜椀（３４１２）　 金属器模倣の稜椀で，底部を欠損して出土したものである。体部中位には明瞭な稜

が見られ，角度を変え外反し口縁端部に至る。８世紀中葉から末葉頃のものである。

　土師器（第３７３図，図版１８７）

　椀Ａ（３４１３・３４１４）　底部は回転糸切り未調整で，底部から口縁端部にかけて内湾しながら立ち

上がり，口縁端部に至るものである。９世紀後半～１０世紀初頭頃と考えられる。

　土製品（第３６０図，図版１７５）

　３１２８は土製品。甕などの破片を丸く打ち欠いて，側面を磨いて整形したものである。時期は不明。

　石製品（第３７４図，３４１５～３４１８，図版１４９・１５１・１９４）

　３４１５は流紋岩の剥片の表面に二次加工を施したもの。表面天側は二次加工により左右２箇所に括

れが生じており，縄文時代晩期の石匙と思われる。３４１６は安山岩製の石鏃。３４１７は板状に剥離した

剥片の両縁に剥離を施したもの。石包丁や鋸等の用途が考えられる。表面や側面の一部に剥離を施し

た後にできたと思われる線状の擦跡がみられる。３４１８は叩石。天地面に叩打痕がみられる。

　石製玉作関連遺物（第３７４図，３４１９・３４２０，図版１６４）

　３４１９は鉄石英の荒割工程品。３４２０は緑色凝灰岩製管玉の研磨工程品。ほぼ四角柱になるよう研磨

されている。この２点は周辺の玉作りが行われた弥生時代の建物からの流れ込みと思われる。また先

に述べた石製品も古墳時代の遺物とは言い難く，同様に流れ込みと思われる。
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第３５８図　遺構実測図　（1/40）�
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第３５９図　遺構実測図　（1/40）�
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第３６０図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ７地区　ＳＤ４００１�
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第３６１図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ７地区　ＳＤ４００１�
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第３６２図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ７地区　ＳＤ４００１�
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第３６３図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ７地区　ＳＤ４００１�
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第３６４図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ７地区　ＳＤ４００１�
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第３６５図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ７地区　ＳＤ４００１�
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第３６６図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ７地区　ＳＤ４００１�
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第３６７図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ７地区　ＳＤ４００１�
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第３６８図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ７地区　ＳＤ４００１�
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第３６９図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ７地区　ＳＤ４００１ 
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第３７０図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ７地区　ＳＤ４００１ 
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第３７１図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ７地区　ＳＤ４００１ 
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第３７３図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ７地区　ＳＤ４００１ 
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第３７４図　遺物実測図　（ 　1/1， ・ ・ 　2/3， ・ 　1/3） 
Ｂ７地区　ＳＤ４００１ 
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（２）Ａ８～Ｂ６地区の遺構

　当遺跡が立地する庄川扇状地扇端部一帯は稲作農耕を基盤とする集落が県下で最初に定着した場所

の一つと目されており，試掘調査の段階から当遺跡もそうした動向に沿って形成された遺跡の一つと

考えられていた。この推測を立証するために，特に遺跡の中心部の試掘調査において弥生時代の遺構

を多く検出した地区に対し，調査に入る前にあらかじめサブトレンチを掘削して土層の堆積状況を確

認し，層位別にプラント・オパール分析を実施することにした。分析は株式会社古環境研究所に委託

し，Ａ７～Ｃ１地区まで２箇年にわたり８４箇所のサンプリングを行った。詳細は第Ⅸ章自然科学分析

の「プラント・オパール分析」の項に委ねるが，ここではその結果を簡単にまとめた後，各地区毎に

検出した水田とその付属施設について述べる。

　なおサンプリング採取場所は，Ａ７～Ｂ４地区（平成８年度調査）は試掘トレンチの壁面を利用し，

Ｂ５～Ｃ１地区（平成９年度）調査では基準杭列の土層観察用畦を利用している。また「プラント・

オパール分析」の他に「珪藻分析」・「花粉分析」・「土壌理化学分析」の自然科学分析も委託して

いる。結果だけ簡潔に述べれば，「土壌理化学分析」においても，Ⅳａ層については水素イオン濃度，

マンガン含有量の検討結果から水田耕作層であった可能性が高いという回答を得ている。

Ａ　「プラント・オパール」分析結果

　Ａ７～Ｂ４地区（平成８年度調査）

　弥生時代の包含層であるⅣ層ではすべての地点においてイネのプラント・オパールが検出され，そ

の大部分でプラント・オパール密度のピークが認められたことから，調査区のほぼ全域が水田跡と判

断された。特にＡ８地区の北側からＢ１地区の南側にかけての区域はプラント・オパール密度が比較

的高い。この他にⅡ層とⅢ層の一部においても水田跡の可能性が推定された。

　また，実際に発掘調査に入り，Ⅳ層上面において精査を行い水田面を検出した後，これらの遺構に

おける稲作の検証，および水田面と畦畔における密度の比較を目的に再度プラント・オパール分析を

行っている。水田遺構を検出したＢ１～３地区では田面・畦畔ともにすべての資料からイネのプラン

ト・オパールが検出され，稲作が行われていたことが分析的に確認された。田面部と畦畔部の検出密

度の比較においては大きな差異は認められなかったが，これは一般に畦畔が水田土壌で修復されるこ

とが通例であることを鑑みれば例外ではなく，逆に頻繁に畦塗りが行われていたことが推定される。

　Ｂ５～７・Ｃ１地区（平成９年度調査）

　当年度の分析は，特に水田遺構を検出したⅣ層を中心に，Ⅳａ層とⅣｂ層に細分して検討を行った。

　Ｂ５地区のⅣａ層では，すべての地点においてイネのプラント・オパールを検出し，耕作層であっ

た可能性は高く，Ⅳｂ層でもプラント・オパール密度はⅣａ層に比べて低いが，調査区北側では高密

度の数値が得られ，耕作層であった可能性が高いという結果が得られた。

　Ｂ６地区では，Ⅳａ層・Ⅳｂ層共にプラント・オパールは検出されたが，特に中央から北側にかけ

て比較的密度が高く，耕作層であった可能性が高い。また，Ⅳａ層とⅣｂ層を比較するとⅣａ層のプ

ラント・オパールの密度が高い地点が多い。

　また，Ⅳａ層上面での水田検出段階で，立命館大学の高橋学助教授の御指導で，Ⅳｂ層上面での水

田の存在が示唆された。Ⅳｂ層上面での水田の検出を行った結果，第二の水田面をＢ５・６地区で検

出し，ここでもプラント・オパール分析によるⅣｂ層における稲作の確認を行った結果，プラント・

オパール密度が比較的高く，稲作が行われていた可能性が高いと判断された。

　Ｂ７地区とＣ１地区のⅣ層でも比較的高い密度で検出された。Ｂ７地区では特に調査区南部から西
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側にかけて，Ｃ１地区では調査区中央西側で（Ｂ５・６地区寄り）高い数値を示し，一帯で稲作が行

われていた可能性は高い。

　このようにして，プラント・オパール分析の結果を参考にして発掘調査を進めた結果，弥生時代後

期後半から古墳時代中期の２時期の水田面を検出することができた。この水田の時期については水田

面上面で出土した古墳時代の土師器の年代を下限とし，Ⅴ層上面で検出している弥生時代後期の集落

の遺物を上限としたものである。プラント・オパール分析によってプラント・オパールを包含する水

田土壌の層位を確定することができたが，その平面形を検出することはなかなか困難を極めた。この

際採った方法の一つは，調査面に縦横に細かくサブトレンチを設定し，詳細な土層の堆積状況を把握

し，そこから手掛かりとなる僅かな層の高まりを見つけ出すことである。幸いⅣａ層上面を覆ってい

たⅢ層は有機質分を含まない黄灰色粘土またはシルト質ロームで，周辺には存在しない一種の洪水堆

積層と推定されていた。このⅢ層によってパックされたような状態，いわゆる「埋没水田」といわれ

るような状況で，水田面におけるⅢ層の沈下の形状を参考に，畦畔の検出を試みている。しかしなが

ら，平成９年度調査におけるⅣｂ層上面での検出は，Ⅳ層のａ・ｂ層共に土色が黒褐色シルト質ロー

ムであるため色調による変化は捉えられにくく，断面観察での微小な高まりに注意をはらい検出を試

みるしかなかった。実際に検出した地区以外においても，水田土壌の可能性が高いⅣ層の堆積は認め

られるわけで，たまたま遺存状況が良く幸運にも検出できたということであると判断している。

　以下，各地区における平面図と断面図を順次掲載するが，内容については重複することが多いので，

水田に伴う施設（水路・大畦畔・水口）等各地区の特徴的なことを記述するにとどめる。

Ｂ　水田・自然流路

　Ａ８地区（第３７６～３８１図，図版１７０）

　調査区北側で水路と畦畔を検出した。畦畔は部分的検出が多く，水田の平面形が判るものは３枚の

みで，いずれも歪んだ方形や三角形をしている。このうち，２基には水口が切ってある。畦畔の幅は

平均８０㎝，田面との差は１０㎝前後である。検出した畦畔はその状況・規模からほとんどが大畦畔と考

えられる。田面にはⅢｂ層（灰黄色シルト）が主に堆積し，場所によってはⅢａ層やⅢｃ層が堆積す

る。その堆積状況は平坦ではなく底面は波打ったようになっている。南東から北西に直線的に延びる

ＳＤ２００１はこの周辺の水田の水路と考えられ，この両側は畦畔によって補強している。ＳＤ２００１は幅

３．３ｍ，深さは２０㎝で，下層のＳＤ２１０２とほぼ同じ軌道を通る。埋土には水田と同じⅢａ層・Ⅲｂ層

が堆積する。遺物は，水田面上面で１箇所，水路脇の１箇所で古墳時代の土師器が一括して出土した。

　Ｂ１地区（第３８２～３８４図，図版１７１・１７４）

　調査区中央から東寄りで水田を検出した。大きさはまちまちで，平面形も比較的方形に近いものと

歪な不整形のものがあるが，比較的南側から北側すなわち川下に向かって平面形は整っていくようで

ある。畦畔の幅は４０～１８０㎝と幅が広く，大畦畔と小畦畔の区別はつかない。田面と畦畔の高さの違

いは４～６㎝と浅く，田面は比較的平坦でⅢｂ層は均一に堆積する。水田への取水は東側に隣接する

Ｂ２地区西側の自然流路から取り込まれたと考えられ，ＳＤ２２５０はそこから引き込むための水路の一

つである。自然流路との境には溝の流路方向とは直角に１対の長方形の穴を刳り抜いた板が渡してあ

り，板の長辺の自然流路側には板を固定するためと思われる杭が両側に２本打ち込んであった。水門

のような役割をはたした部材であろうか。
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　Ｂ２地区（第３８５～３８８図，図版１７１・１７４）

　Ｂ１地区との境の自然流路の東側で水田を検出した。ＳＤ２５２１・２５２３・２５２４・２５３２が水田に水を供

給する水路と考えられる。何枚かの水田には水口が観察できる。いずれもⅢ層の黄灰色粘土が堆積す

る。畦畔の幅は２０～８０㎝で，西側の谷に近い水田は４～６㎝と畦畔が低く，田面も比較的平坦な堆積

状況を示すが，東側に向かってⅢ層の堆積状況は均一ではなくなり，畦畔の有り様も断面ですら不明

瞭となっている。

　Ｂ３地区（第３８９～３９４図，図版１７１）

　Ｂ１・２地区から続く中央を流れる自然流路の両側で水田を検出した。流路の東と西では様相がや

や異なる。流路の西側では形はやや大きいが不整形なものが多く，畦畔は３０～１３０㎝と幅が広い。畦

畔の高さは平均約５㎝前後で，田面は比較的平坦で，Ⅲｂ層が堆積する。流路の東側では平面形は不

整形なものが少なく，ある程度画一化されていると言える。畦畔も幅が３０～５０㎝のものが多い。しか

し，Ⅲｂ層の堆積状況は不均一となり畦畔との境も不明瞭となっている。

　ところで，Ⅳ層上面の田面においては多量のエゴノキの種子が検出されている。エゴノキは果皮に

エゴサポニンを含み，これは白く泡立ち，かつて洗濯や漁労に利用されていたものである。調査時は

その出土量から意図的に田面に散布された可能性も考えられた。プラント・オパールと同時に行った

花粉分析結果においてはエゴノキの花粉は検出されなかった。これは種子のみを持ち込んだという傍

証となるかもしれないが，他のＢ５地区からＢ７地区の建物埋土からもエゴノキの種子は見つかって

おり，意図的に散布したものと考えるより当時の植生を示すものと推測される。

　水田の他には当地区ではＢ５地区から続く道路の側溝の一部と考えるＳＤ２９８２を検出している。

　Ｂ５地区（第３９５～３９９図，図版１７２・１７４）

　Ⅳａ層とⅣｂ層上面での２時期の水田面を検出している。Ⅳａ層上面では大畦畔と考えられる大区

画の畦畔のみを検出している。畦畔の幅は４０～６０㎝，西寄りでは比較的厚く平均約１０㎝と均一にⅢ層

が堆積しているが，東に行くに従って均一ではなく，波打ったような堆積となり，畦畔の所在もはっ

きりしない。Ⅳｂ層上面では東側で小区画の均一な平面形をもつ水田が検出された。Ⅳａ層上面で検

出された大畦畔の区画に沿っており，２面の水田の区画に大きな差がなかったことが窺える。また，

この面の畦畔は上面の水田の耕作により撹拌されている故か，高まりの痕跡が断面観察でさえ最高で

４㎝前後とほとんどなく，わずかな痕跡を頼りに検出した水田である。

　また，この時期には弥生時代後期後半で検出した道路（ＳＦ３５２６）とその側溝（ＳＤ３５２４）が遺存

していたものと思われる。これはＢ３地区からＢ５地区を斜めに横断し，Ｂ７地区へと続くが，この

面で検出できたのはＢ５地区のみである。

　Ｂ６地区（第４００～４０４図，図版１７２・１７３）

　Ｂ５地区と同様にⅣａ層・Ⅳｂ層上面での２時期の水田面を検出している。水田検出の目安となる

Ⅲ層の堆積の遺存が調査区北側の東寄りに認められたので，その部分を集中的に検出することに努め

た。Ｂ５地区に比べ大きな区画の畦畔を検出したが，Ｂ５地区からの連続性はあまり認められない。

また，Ⅳｂ層上面で検出した水田の区画との関連性も認められない。また，Ⅳａ層上面ではⅢ層で充

填された偶蹄目の足跡が多数検出されている。堆積状況では，足跡が地面についた直後にⅢ層が堆積

したか，Ⅲ層が堆積した後に足跡が踏み抜かれて下層に遺存したものかは定かではない。偶蹄目と言

えば野生種ではイノシシ・シカがいる。家畜にはウシ・ブタがいるが残存した足跡からは整然とした

歩みとは言えず，農耕用に利用されていたとは考えにくい。　
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第３７６図　遺構実測図　（1/20・1/400） 
Ａ８地区　水田 
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第３７７図　遺構実測図　（1/40） 
Ａ８地区　水田 
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第３７８図　遺構実測図　（1/40） 
Ａ８地区　水田 
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第３７９図　遺構実測図　（1/40） 
Ａ８地区　水田 
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第３８０図　遺構実測図　（1/40） 
Ａ８地区　水田 
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第３８１図　遺構実測図　（1/40） 
Ａ８地区　水田 
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第３８２図　遺構実測図　（1/40・1/400） 
Ｂ１地区　水田・ＳＤ２２５０ 
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第３８３図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ１地区　水田 
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第３８４図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ１地区　水田 
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第３８５図　遺構実測図　（1/40・1/400） 
Ｂ２地区　水田・ＳＤ２５２１～ＳＤ２５２３ 
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第３８６図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ２地区　水田 
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第３８７図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ２地区　水田 
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第３８８図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ２地区　水田 
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第３８９図　遺構実測図　（1/400） 
Ｂ３地区　水田 
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第３９０図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ３地区　水田 
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第３９１図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ３地区　水田 
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第３９２図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ３地区　水田 
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第３９３図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ３地区　水田 
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第３９４図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ３地区　水田 
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第３９５図　遺構実測図　（1/400） 
Ｂ５地区　水田・ＳＦ３５２６ 
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第３９６図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ５地区　水田・ＳＦ３５２６ 
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第３９７図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ５地区　水田・ＳＦ３５２６ 
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第３９８図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ５地区　水田 
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第３９９図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ５地区　水田 
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第４００図　遺構実測図　（1/400） 
Ｂ６地区　水田 
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第４０１図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ６地区　水田 
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第４０２図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ６地区　水田 
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第４０３図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ６地区　水田 
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第４０４図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ６地区　水田 
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（３）Ａ８～Ｂ６地区の遺構・包含層出土遺物

　出土した遺物は，土師器・土製品（紡錘車）・木製品（火鑚臼・火鑚杵・鳥型・板材）・石製品（紡

錘車・勾玉）である。これらは溝から出土しているものもあるが，大半が包含層から出土した。ただ

し，居住域ではなく，水田という生産域の遺構しかなかったため，遺物の量は少なかった。遺物の時

期は一括性はなく，また包含層出土遺物が多いため，古墳時代前期から後期まで時期幅がある。

Ａ　土器

須恵器（第４０５図，図版１８８）

　３４２１・３４２２は須恵器。３４２１は杯蓋で外面に自然釉がかかる。天井部を回転ヘラケズリし，稜を

もつ。胎土が赤褐色の陶邑産。時期はＴＫ２０８かＴＫ２３で，５世紀後半。３４２２は杯身。口縁部にかえ

りを持つ。底部はヘラケズリ後に調整のための板圧痕が残る。器高は３．３５㎝。時期は６世紀後半。

土師器（第４０５・４０６図，図版１８８～１９１）

　３４２３～３４６３は土師器。３４２３～３４３７は甕でくの字状口縁。３４２３・３４２４は頸部で強く屈曲し外に

開くタイプで，他は頸部で緩く屈曲し外反するタイプ。３４２３は外面にススが厚く付着し，調整は不

明。３４２４は口縁端部を面取りし，内側につまみ出す布留系。口縁と胴部に黒斑が見える。３４２５

～３４３０は大型の甕で内外面ハケ。３４２６・３４２８は長胴で，３４２５・３４２７・３４２９は球胴に近い。３４３０

は頸部内面に分厚い粘土接合痕を残す雑な作り。３４３１～３４３７は中・小型の甕。３４３１は内外面ハケ。

３４３２は口縁外面をヨコハケ，内面をナデと沈線１条を施す。３４３３は内外面ヘラケズリ。３４３４

～３４３６は外面をハケと下半をケズリ，内面ハケ。３４３４・３４３６は丸底。これらは小矢部市道林寺遺

跡（注５）・金沢市田中Ａ遺跡（注６）のものに近い。３４３５は尖り気味の底部。３４３７は小型で胴部中位で屈

曲する。時期は３４２３～３４２５・３４３１・３４３２・３４３５が古墳時代前期，他は中期と考える。３４２８はその

中でもやや新しい様相を持つ。

　３４３８～３４５２は壺。３４３８は有段無文口縁の大型壺で，内外面をハケの後ミガキ。３４３９は複合口縁

の壺。口縁下半に３条の沈線を施す。内外面赤彩。勅使塚古墳（注７）に類例がある。３４４０は有段無文

口縁の中型壺。３４４１～３４４３は有段無文口縁の小型壺。３４４２は非常に薄い作りで，内外面ミガキの

後赤彩。３４４３は頸部にヘラ状工具による連続刺突を施す。３４４８は直口壺と考えるが，外面にススが

付着し，甕としての利用が窺える。３４４５はくの字状口縁の小型壺で内外面ハケ。３４４６は頸部から緩

く外反するくの字状口縁の壺と考えるが，外面にススが付着し，全体はないが甕とすれば３４２９と同

様な器形か。頸部に指頭圧痕が残る。３４４７～３４５２は小型丸底壺で底面に円形の黒斑が残る。

３４４８・３４５０は内面に指頭圧痕が見える。外面の調整は３４４７・３４４８がハケ，３４４９～３４５２がナデ。

時期は３４３８～３４４５が古墳時代前期，他は中期か。

　３４５３は器台で，小型器台の受部。古墳時代前期。

　３４５４～３４５８は高杯。３４５４は椀形の杯部にハの字状に開く脚部が付くもの。杯部内面を黒色処理

し，ミガキを施す。３４５５は分厚い器壁の脚部。外面赤彩。３４５６～３４５８は脚裾部で強く屈曲するタ

イプ。３４５６は内面に輪積み痕が明瞭に残る。時期は３４５５が古墳時代前期，他は中期で，３４５４は新

しい様相を持つ。

　３４５９～３４６１は椀。３４６０・３４６１は内外面ミガキで口縁がやや内湾する。３４５９は内面をミガキの後

赤彩し，黒斑が残る。時期は５世紀後半から６世紀。

　３４６２・３４６３は蓋。３４６２は外面赤彩でかえりが付くもの。３４６３はつまみ部のみ。時期は古墳時代

前期。
注５　上野章・岸本雅敏他　１９７８年「道林寺Ⅰ遺跡」『日の宮遺跡』富山県教育委員会，伊藤隆三　１９８７年『道林寺遺跡』小矢部市教育委員会
注６　増山仁　１９９２年『金沢市田中Ａ遺跡』金沢市教育委員会
注７　中川道子　２００３年「勅使塚古墳」『富山県ボランティア埋蔵文化財保護活動事業発掘体験講座発掘調査報告』財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所
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　遺物の時期は古墳時代前期～中期と時期幅があるものの，遺構及び水田近くの包含層出土の遺物の

時期は，概ね古墳時代中期であり，その時期の水田と考えられる。県内でこの時期の遺跡を調査した

例は，小矢部市道林寺遺跡・小矢部市五社遺跡（注８）・富山市古沢Ａ遺跡（注９）・富山市境野新遺跡（注１０）・

射水市北野遺跡（注１１）・氷見市中谷内遺跡（注１２）など数少なく，遺物量も少ないため，貴重な調査例と

なるであろう。

Ｂ　土製品（第４０９図，図版１９４）

　土製品は紡錘車が包含層から２点出土した。３４８６は表面右側と裏面が若干欠けているものの，ほ

ぼ完形で出土した。直径約３．７㎝，厚さ０．８㎝，中心の孔は直径０．７㎝を測る。胎土には海綿骨針を含

む。３４８７は１ ２程度欠損した状態で出土した。直径約３．９㎝，厚さ０．６㎝を測る。いずれも焼成前の成

形である。

Ｃ　木製品

２２５０号溝（ＳＤ２２５０，第４０７図，図版１７４）

　３４６４～３４６６は取水施設かと考えられるＢ１地区ＳＤ２２５０から出土したもの。３４６４は上下端部に

近い部分にほぼ同じ大きさの長方形の孔をあけ，一端では孔と端部の間に小さめの孔をあけた部材。

３４６５・３４６６は角材の下端を四方から削り落として尖らせた杭。樹種はいずれもスギ。

２５３２号溝（ＳＤ２５３２，第４０７図）

　３４６７はＢ２地区ＳＤ２５３２から出土した部材。断面は隅丸方形で，上下の幅はやや広くとり，上下

端部は角を削り落として丸みをもたせる。上部は左右に切り込みをいれ，方形の孔をあける。この切

り込みには結縛などの痕跡はない。下部にも方形の孔をあけており，孔内面には顕著な圧痕がある。

また裏面では，上下部の孔左右にも直角に交わる圧痕があり，別材を組み合わせた時の細工かと考え

られる。樹種はスギ。

包含層（第４０８～４０９図，図版１９２・１９３）

　包含層の木製品はⅢ・Ⅳ層出土のものをとりあげた。Ⅳ層からは弥生土器の出土が多いものの，須

恵器も出土しており，これらの木製品が帰属する時期は弥生時代後期から古墳時代後期と幅をもつ。

　３４６８・３４６９は円形板。３４６８は側面に１箇所木釘が残り，木釘穴も残存する。中央には楕円形の

大きな孔があけられている。容器底板かと考えられるが，中央の孔の役割は不明である。樹種はスギ。

　３４７０はヤス状木製品。両端を細くとがらせている。

　３４７１～３４７３は発火具で，３４７１・３４７２は火鑚臼。いずれも完形ではなく，３４７１は６箇所，３４７２

は２箇所で火鑚穴を確認できる。３４７３は火鑚杵。下端は丸く削られて，焦げている。樹種はスギ。

　３４７４はヘラ状木製品で，なで肩を削り出し，裏面は平らに仕上げる。樹種はスギ。

　３４７５は切り欠きを入れて逆Ｓ字状に加工し，表裏に貫通しない穴が３箇所穿たれている材である。

欠損する右端はその角度からみて，そう大きくは欠損していないと考える。祭祀具の鳥形か。穴に別

材をはめ込んで羽根を表現したかと考えている。樹種はスギ。

　３４７６～３４７９は用途不明の部材。３４７９は上端近くに切り欠きを入れ，そこが欠損している。表面

は上端に向けて斜めに削り落として厚みを薄くする。穴は表裏面からあけられているものの，それぞ

れずれており貫通していない。樹種は３４７６がアスナロ，３４７７・３４７９がスギ。

　３４８０～３４８２は弥生時代の流路ＳＤ２５４１と同様の棒材で，一端に紐かけ状の段を削りだし，裏側を

斜めに削るもの。特に３４８０は完形で，前述のＳＤ２５４１の棒材がいずれも３～４ｍと長いのに比べて

７６．６㎝と短く，下端から８㎝ほどを断面菱形になるように加工している点が他と違うところである。
注８　三島道子　１９９８年『五社遺跡発掘調査報告』財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所
注９　古川知明　１９８３年「古沢Ａ遺跡Ⅴ区」『古沢Ａ遺跡発掘調査概要』富山市教育委員会
注１０　橋本正春　１９７４年『富山市境野新遺跡発掘調査報告書－古墳時代住居跡－』富山文化研究会
注１１　酒井重洋　１９８７年「北野遺跡」『北野遺跡・椎土遺跡緊急発掘調査概要』小杉町教育委員会
注１２　青山晃　２００４年「中谷内遺跡　Ｃ３地区下層」『埋蔵文化財調査概要－平成１５年度－』財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所
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　３４８３・３４８４も棒材で，３４８４は両端ともに欠損しているが，３４８１・３４８２と近い場所から出土して

おり，同一個体の可能性がある。樹種はすべてスギ。

　３４８５は枝の股を利用した材で，タモの柄か。樹種はツバキ科。

Ｄ　石製品

包含層（第４０９図，図版１９４）

　３４８８は滑石製の紡錘車。最大幅３９．３㎜，高さ１９．２㎜，中心の孔は直径６．３㎜を測り，重さは４１．８ｇ

である。側面は３重の圏線を巡らし，その上下に掛かるように斜格子文で装飾された鋸歯文を巡らす。

裏面は中心の孔の周りに２重の圏線を巡らし，外端から２重の圏線の外側に掛かるように斜格子文で

装飾された鋸歯文を巡らす。なお，裏面から側面にかけて，鋸歯文を消すかのように人為的に削り取

った痕跡がみられる。

　３４８９は滑石製の勾玉。長さ３．４６㎝，最大幅２．１６㎝，厚さ１．０８㎝を測る。研磨は充分に施されてい

るが，稜線・擦跡が所々に観察される。孔は直径約２．６㎜である。穿孔の中央付近に盛り上がりがみ

られ，両側穿孔である。

　３４８８・３４８９はともに茶色の滑石を石材にしている。ともにＡ８地区から出土した。

（島田・新宅・��・町田賢一）



第４０５図　遺物実測図　（ ・ 　1/3， ～ 　1/4） 
Ｂ１地区　ＳＤ２２６６（ ）・ＳＤ２３５２（ ）
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第４０６図　遺物実測図　（1/4） 
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第４０７図　遺物実測図　（ ～ 　1/8， 　1/16） 
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第４０８図　遺物実測図　（1/4） 
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５２８

２　Ａ・Ｂ・Ｃ地区



0 5cm２：３ 0 5cm１：1

0 40cm１：８ 
20cm１：４ （先端部分拡大他） 

3480 3481

3482

3483 3484

3485

3486 3487

3488

3489

第４０９図　遺物実測図　（ 　1/1， ～ 　2/3， ・ 　1/4， ～ ・ 　1/8） 
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